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植
民
地
朝
鮮
の
畑
作
改
良
政
策

　
―
―
保
護
国
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で
―
―

圡
　
井
　
浩
　
嗣

一
　
は
じ
め
に

朝
鮮
半
島
は
、
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
の
間
に
位
置
し
て
お
り
、
中
国
の
華
北
・
東
北
部
の
畑
作
地
帯
（
麦
類
・
雑
穀
）
と
日
本

列
島
の
稲
作
地
帯
（
水
稲
）
の
中
間
地
域
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
朝
鮮
半
島
は
、
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
中
で
、
南
部
の

稲
作
地
帯
か
ら
北
部
の
畑
作
地
帯
へ
と
複
雑
に
変
化
す
る
多
様
性
に
富
ん
だ
農
業
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
（
1
）。

た
だ
し
、
朝
鮮
半
島
全

体
を
俯
瞰
し
た
場
合
は
、
畑
作
優
位
地
帯
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
朝
鮮
総
督
府
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
二

年
（
昭
和
七
）
に
は
、
朝
鮮
の
耕
地
面
積
の
内
、
水
田
は
一
六
四
万
七
〇
〇
八
・
八
町
歩
、
畑
は
二
七
四
万
三
四
三
三
・
九
町
歩
で
、

水
田
の
三
七
・
五
％
に
対
し
て
畑
は
六
二
・
五
％
と
畑
地
が
多
く
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
2
）。

と
こ
ろ
で
、
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
は
、
世
界
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
米
（
水
稲
）
を
主
食
と
す
る
地
帯
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
近
代
ま
で
は
日
本
で
も
韓
国
・
朝
鮮
で
も
米
の
み
を
主
食
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
麦
（
オ
オ
ム
ギ
）、
小
麦

（
コ
ム
ギ
）
な
ど
の
麦
類
や
粟
（
ア
ワ
）、
稗
（
ヒ
エ
）
な
ど
の
雑
穀
も
食
糧
と
し
て
大
い
に
利
用
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島

は
畑
作
優
位
地
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
米
を
代
表
的
な
主
食
作
物
と
す
る
一
方
で
、
大
麦
、
粟
、
稗
、
黍
（
キ
ビ
）、
蜀
黍
（
モ

ロ
コ
シ
）、
蕎
麦
（
ソ
バ
）
な
ど
多
く
の
種
類
の
作
物
を
食
糧
と
し
て
伝
統
的
に
利
用
す
る
地
域
で
あ
っ
た
（
3
）。

　
近
代
以
降
、
朝
鮮
が
日
本
の
植
民
地
支
配
を
受
け
る
中
で
、
農
業
政
策
の
中
軸
と
な
っ
た
の
は
米
（
水
稲
）
で
あ
っ
た
。
米
は
朝
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鮮
の
最
重
要
農
産
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
本
「
内
地
」（
以
下
、
括
弧
と
る
）
の
米
不
足
を
補
う
た
め
に
植
民
地
期
を
通
じ
て
内

地
へ
大
量
に
移
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
植
民
地
期
農
業
史
研
究
で
は
、
米
を
分
析
対
象
と
す
る
研
究
が
主
流
と
な
り
、

一
九
二
〇
年
代
の
「
産
米
増
殖
計
画
」
を
は
じ
め
今
日
ま
で
膨
大
な
量
の
研
究
成
果
が
日
韓
両
国
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
（
4
）。

し
か
し
な
が
ら
、
畑
作
優
位
地
帯
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
地
域
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
と
き
、
米
の
み
に
着
目
し
た
研
究
視
角
で
、
果

た
し
て
朝
鮮
の
社
会
・
文
化
を
十
分
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
す
で
に
日
本
史
研
究
の
分
野
に
お

い
て
は
、
過
去
の
研
究
が
内
包
す
る
「
水
田
単
作
史
観
」
へ
の
批
判
が
提
起
さ
れ
（
5
）、

畑
作
や
雑
穀
の
観
点
か
ら
日
本
の
農
耕
文
化
を

再
検
討
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
て
、
朝
鮮
史
研
究
で
も
畑
作
や
米
以
外
の
食
糧
作
物
に
焦
点
を
当
て
、

米
を
軸
と
し
た
従
来
の
研
究
が
見
落
と
し
て
き
た
朝
鮮
農
業
の
多
様
で
豊
か
な
内
容
と
構
造
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
植
民
地
朝
鮮
の
畑
作
に
関
連
し
た
先
行
研
究
に
は
、
畑
作
を
専
門
と
す
る
の
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
西
鮮
支
場
で

活
躍
し
た
農
学
者
高
橋
昇
に
関
す
る
一
連
の
資
料
・
研
究
や
、
大
麦
を
原
料
と
す
る
朝
鮮
の
ビ
ー
ル
産
業
を
扱
っ
た
林
采
成
の
研
究

な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
日
韓
両
国
と
も
に
非
常
に
少
な
い
（
6
）。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
米
と
な
ら
ぶ
主
食
作
物
で
あ
っ
た
粟
と
大
麦
を
対
象
に
、「
産
米
増
殖
計
画
」
に

代
表
さ
れ
る
米
の
改
良
増
殖
政
策
の
一
方
で
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
の
畑
作
改
良
政
策
を
整
理
・
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
畑
作
改
良
政
策
の
前
半
期
に
該
当
す
る
保
護
国
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で
を
対
象
時
期
と
す
る
。

二
　
主
食
作
物
と
し
て
の
粟
と
大
麦

（
１
）
粟
と
大
麦
の
特
徴

本
論
に
入
る
前
に
、
作
物
と
し
て
の
粟
と
大
麦
の
特
徴
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

粟
（
ア
ワ
）
は
、
イ
ネ
科
キ
ビ
亜
科
キ
ビ
族
ア
ワ
属
に
分
類
さ
れ
る
一
年
生
草
本
で
、
温
帯
を
中
心
に
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
に
い
た
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る
広
い
地
域
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
イ
ネ
科
穀
類
で
あ
る
。
粟
の
野
生
祖
先
種
は
、
道
端
や
農
地
で
見
か
け
る
雑
草
の
エ
ノ

コ
ロ
グ
サ
（
俗
名
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

粟
の
起
源
地
は
、
野
生
祖
先
種
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
の
分
布
が
広
い
た
め
、
そ
の
分
布
か
ら
だ
け
で
は
推
定
で
き
な
い
が
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
の
ど
こ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
や
日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
イ
ン
ド
に
か
け
て
の
地
域
か
ら
世
界
各
地
に
伝
播
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
体
で
は
、
前

五
〇
〇
〇
年
に
は
粟
と
黍
（
キ
ビ
）
が
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
中
国
大
陸
の
黄
河
文
明
で
は
粟
な
ど
の
雑
穀
栽
培
が
基

盤
と
な
っ
て
い
た
。
粟
は
、
日
本
へ
は
朝
鮮
半
島
を
経
て
最
も
古
く
渡
来
し
、
縄
文
後
期
（
紀
元
前
一
〇
世
紀
）
に
は
栽
培
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
以
降
、
粟
は
稲
（
イ
ネ
）
な
ど
と
と
も
に
重
要
な
穀
類
と
し
て
食
用
に
さ
れ
た
。

粟
は
自
殖
性
で
、
基
本
的
に
感
光
性
を
も
ち
、
温
帯
で
は
夏
季
に
栽
培
さ
れ
る
。
穂
が
長
大
で
下
垂
し
て
い
る
オ
オ
ア
ワ
と
、
穂

が
短
小
で
直
立
し
て
い
る
コ
ア
ワ
が
あ
り
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
オ
オ
ア
ワ
で
あ
る
。
ま
た
、
播
種
期
に
注
目

し
て
春
に
播
種
す
る
春
ア
ワ
と
夏
に
播
種
す
る
夏
ア
ワ
と
い
う
分
類
も
あ
る
。
種
子
の
内
胚
乳
に
含
ま
れ
る
貯
蔵
デ
ン
プ
ン
の
性
質

の
違
い
で
ウ
ル
チ
性
と
モ
チ
性
が
あ
り
、
米
と
混
ぜ
て
粟
飯
と
す
る
場
合
は
ウ
ル
チ
性
が
適
し
、
団
子
、
餅
や
菓
子
な
ど
に
す
る
場

合
は
モ
チ
性
が
適
し
て
い
る
（
7
）。

大
麦
（
オ
オ
ム
ギ
）
は
、
イ
ネ
科
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
亜
科
コ
ム
ギ
族
ホ
ル
デ
ウ
ム
属
に
分
類
さ
れ
る
越
年
草
本
で
あ
る
。
大
麦
の
起

源
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
中
央
部
か
ら
ヨ
ル
ダ
ン
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
北
部
に
か
け
て
の
「
肥
沃
な
三
日
月

地
帯
」
が
栽
培
化
の
中
心
と
し
て
有
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
複
数
の
栽
培
化
が
起
こ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
中
近
東
に
発
し
た
大
麦
の
栽
培
は
、
約
八
〇
〇
〇
年
前
に
は
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
ン
ド
に
到
達
し
た
ほ
か
、
北
ア
フ
リ
カ
の
地
中
海

沿
岸
地
域
や
ナ
イ
ル
川
を
南
下
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
に
ま
で
広
ま
っ
た
。
約
七
〇
〇
〇
年
前
の
新
石
器
時
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
播

し
、
続
く
青
銅
器
時
代
に
か
け
て
小
麦
（
コ
ム
ギ
）
と
と
も
に
食
糧
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
。
中
国
へ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
約

三
〇
〇
〇
年
前
に
運
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
な
ど
を
経
由
し
て
日
本
へ
と
伝
播
し
た
。

大
麦
は
、
穂
の
各
節
に
三
つ
ず
つ
並
ん
で
小
穂
が
つ
き
、
そ
れ
が
互
生
す
る
た
め
穂
に
粒
が
六
条
な
ら
ぶ
六
条
オ
オ
ム
ギ
（
六
条

（342）― 342 ―



(4)

熊本学園大学　文学・言語学論集　第30巻第１号（2023年６月30日）

種
）
と
、
穂
に
二
条
だ
け
粒
が
つ
く
二
条
オ
オ
ム
ギ
（
二
条
種
）
に
大
別
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
の
大
麦
は
ほ
と
ん
ど
が
六
条
オ
オ
ム
ギ

で
あ
り
、
主
と
し
て
麦
飯
な
ど
食
用
に
用
い
ら
れ
る
。
米
食
地
域
で
は
、
水
田
の
冬
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
米
の
代
用
食
に
も
用

い
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、
本
論
で
は
、
朝
鮮
の
在
来
種
と
し
て
四
条
オ
オ
ム
ギ
（
四
条
種
）
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
六
条
オ
オ
ム

ギ
に
分
類
さ
れ
る
（
8
）。

大
麦
を
ビ
ー
ル
醸
造
に
用
い
る
場
合
、
種
子
を
均
一
に
発
芽
さ
せ
て
乾
燥
さ
せ
た
麦
芽
と
よ
ば
れ
る
状
態
に
加
工
す
る
が
、
こ
の

際
に
種
子
の
大
き
さ
が
不
揃
い
だ
と
発
芽
に
ム
ラ
が
で
き
た
り
、
化
学
的
な
品
質
が
一
定
に
な
ら
な
い
の
で
、
種
子
の
大
き
さ
を
揃

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
条
オ
オ
ム
ギ
は
小
穂
の
う
ち
側
列
の
二
つ
の
小
花
は
主
列
の
六
〜
七
割
の
大
き
さ
し
か
な
い
た
め
、
収

穫
し
た
種
子
の
大
き
さ
は
二
条
オ
オ
ム
ギ
に
比
べ
て
不
揃
い
で
小
さ
い
。
そ
の
た
め
醸
造
用
の
大
麦
に
は
基
本
的
に
二
条
オ
オ
ム
ギ

が
用
い
ら
れ
る
。
日
本
で
は
明
治
以
降
、
ビ
ー
ル
醸
造
技
術
の
導
入
に
と
も
な
っ
て
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
が
も
ち
込
ま
れ
た
。
こ
の
中

で
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
と
よ
ば
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
在
来
品
種
は
、
日
本
の
風
土
や
醸
造
技
術
に
適
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
後

の
品
種
改
良
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
、
大
麦
に
は
脱
穀
の
際
に
た
や
す
く
種
子
の
皮
が
は
が
れ
る
性
質
を
も
つ
裸
性
と
、
は
が
れ
に
く
い
性
質
を
も
つ
皮
性
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
裸
ム
ギ
（
裸
麦
）、
皮
ム
ギ
（
皮
麦
）
と
よ
ぶ
。

な
お
、
大
麦
は
穂
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
一
定
期
間
の
低
温
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
秋
播
性
（
低
温
要
求
性
）
と
い
う
。
し
か

し
、
冬
期
間
の
気
温
が
特
に
低
く
、
植
物
そ
の
も
の
が
冬
に
凍
死
し
て
し
ま
う
環
境
で
は
、
春
に
栽
培
を
開
始
し
て
夏
以
降
に
収
穫

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
穂
の
形
成
に
低
温
の
要
求
が
な
く
春
に
播
種
す
る
の
に
適
し
た
性
質
を
春
播
性
と
い
う
（
9
）。

（
２
）
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
粟
と
大
麦

　
朝
鮮
半
島
の
農
業
は
、
南
部
の
稲
作
地
帯
か
ら
北
部
の
畑
作
地
帯
へ
と
徐
々
に
変
化
す
る
多
様
性
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
植

民
地
期
に
お
け
る
各
道
別
の
田
畑
面
積
・
比
率
か
ら
大
ま
か
に
地
域
ご
と
の
特
徴
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。〔
表
１
―
１
〕〔
図
１
―
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〔表１－１〕　道別田畑面積（1932年）
田

畑 合　計
一毛作 二毛作 計

咸鏡北道 15,724.1 ― 15,724.1 194,964.0 210,688.1 

咸鏡南道 55,791.1 329.4 56,120.6 334,494.8 390,615.4 

平安北道 88,373.7 ― 88,373.7 321,538.5 409,912.2 

平安南道 76,344.7 6.9 76,351.6 319,667.8 396,019.4 

黄海道 131,749.6 595.7 132,345.3 408,954.6 541,299.9 

江原道 87,353.8 2,074.9 89,428.7 252,871.1 342,299.8 

京畿道 201,696.8 4,019.8 205,716.6 183,368.1 389,084.7 

忠清北道 55,755.7 16,159.2 71,914.9 86,980.6 158,895.5 

忠清南道 139,935.1 21,927.2 161,862.3 83,218.0 245,080.3 

全羅北道 111,857.8 56,885.1 168,742.9 66,963.1 235,706.0 

全羅南道 116,864.9 90,781.2 207,646.1 200,789.3 408,435.4 

慶尚北道 103,280.9 92,348.6 195,629.5 188,407.9 384,037.4 

慶尚南道 79,217.0 97,935.5 177,152.5 101,216.1 278,368.6 

朝鮮全体 1,263,945.3 383,063.5 1,647,008.8 2,743,433.9 4,390,442.7 

（単位　町）

（出典）『朝鮮総督府統計年報』昭和７年版（朝鮮総督府、1934年）97頁より作成。

〔図１－２〕道別田畑面積比率（1932年）
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２
〕
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
現
在
の
朝
鮮
各
道
に
お
け
る
田
畑
面
積
お
よ
び
耕
地

面
積
中
の
田
畑
比
率
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
畑
の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
、
朝
鮮
東
北
部
の
咸
鏡
北
道

で
、
九
二
・
五
％
と
ほ
と
ん
ど
の
耕
地
を
畑
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
朝
鮮
北
部

に
位
置
す
る
咸
鏡
南
道
、
平
安
北
道
、
平
安
南
道
、
黄
海
道
や
中
東
部
の
江
原
道
は

耕
地
全
体
の
お
よ
そ
七
五
〜
八
五
％
が
畑
で
あ
る
。
畑
の
面
積
で
は
、
黄
海
道
が

四
〇
万
八
九
五
四
・
六
町
歩
で
、
朝
鮮
各
道
の
中
で
最
大
の
面
積
を
有
し
て
い
る
。
一

方
で
、
水
田
の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
朝
鮮
南
西
部
の
全
羅
北
道
で
、
耕
地
中
の

七
一
・
六
％
が
水
田
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
忠
清
南
道
、
慶
尚
南
道
の
順
で
水
田
の

比
率
が
高
く
、
朝
鮮
中
南
部
の
そ
れ
以
外
の
道
で
も
五
〇
〜
六
〇
％
程
度
が
水
田
と

な
っ
て
い
る
。
水
田
の
面
積
で
は
、
全
羅
南
道
が
二
〇
万
七
六
四
六
・
一
町
歩
と
最
大

で
、
以
下
、
京
畿
道
、
慶
尚
北
道
、
慶
尚
南
道
、
全
羅
北
道
、
忠
清
南
道
の
順
で
水
田

が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
き
く
分
け
れ
ば
、
朝
鮮
の
北
部
六
道
（
中
部

の
江
原
道
を
含
む
）
は
畑
作
優
位
地
帯
、
南
部
七
道
（
中
部
の
京
畿
道
を
含
む
）
は
稲

作
優
位
地
帯
と
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
〔
表
２
〕
で
朝
鮮
各
道
に
お
け
る
農
作
物
の
作
付
面
積
の
順
位
を
見
る
こ
と
に

し
よ
う
。
こ
の
資
料
は
、
併
合
直
前
の
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
の
時
点
で
、
各
道

で
ど
の
よ
う
な
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
か
が
判
明
す
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
朝
鮮
北
部
で
は
大
部
分
の
道
で
米
（
水
稲
）
で
は
な
く
、
粟
が
主

食
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
他
方
、
朝
鮮
南
部
で
は
軒
並

み
米
（
水
稲
）
が
首
位
を
占
め
、
そ
れ
に
続
く
主
食
作
物
と
し
て
多
く
の
道
で
大
麦
が

（339）― 339 ―

〔表２〕　朝鮮各道における農作物作付面積の順位
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

咸鏡北道 大豆 粟 大麦 水稲 稗 燕麦 大麻 玉蜀黍 小豆 黍 蜀黍 煙草 小麦 荏 桑畑 裸麦

咸鏡南道 粟 稗 大豆 大麦 水稲 小豆 燕麦 黍 玉蜀黍 大麻 煙草 蜀黍 小麦 荏 桑畑 陸稲 棉

平安北道 粟 大豆 水稲 小豆 玉蜀黍 稗 蜀黍 棉 大麻 大麦 煙草 黍 荏 小麦 陸稲 桑畑 燕麦

平安南道 粟 水稲 小豆 大豆 玉蜀黍 大麦 小麦 裸麦 蜀黍 稗 棉 陸稲 黍 煙草 大麻 燕麦 桑畑 荏

黄海道 粟 水稲 小麦 小豆 大豆 大麦 稗 蜀黍 棉 煙草 黍 玉蜀黍 裸麦 大麻 荏 燕麦 桑畑 陸稲

江原道 水稲 粟 大豆 小豆 小麦 大麦 稗 燕麦 玉蜀黍 煙草 大麻 蜀黍 棉 荏 裸麦 桑畑 黍 陸稲

京畿道 水稲 大豆 大麦 小麦 粟 小豆 陸稲 蜀黍 稗 棉 煙草 荏 裸麦 燕麦 大麻 桑畑 黍 玉蜀黍

忠清北道 水稲 大麦 大豆 小麦 粟 燕麦 小豆 煙草 棉 蜀黍 荏 大麻 黍 桑畑 玉蜀黍 陸稲 稗

忠清南道 水稲 大豆 大麦 小麦 小豆 蜀黍 荏 粟 棉 裸麦 煙草 桑畑 大麻 陸稲 玉蜀黍 燕麦 苧麻 黍 稗

全羅北道 水稲 大麦 大豆 小麦 小豆 陸稲 棉 裸麦 煙草 大麻 粟 荏 蜀黍 苧麻 桑畑 黍 玉蜀黍 稗

全羅南道 水稲 大麦 大豆 棉 小麦 粟 小豆 裸麦 煙草 陸稲 蜀黍 大麻 荏 苧麻 桑畑 黍 玉蜀黍

慶尚北道 水稲 大麦 大豆 粟 小麦 棉 裸麦 小豆 大麻 煙草 桑畑 陸稲 蜀黍 荏 黍 玉蜀黍 稗 燕麦 苧麻

慶尚南道 水稲 大麦 大豆 小麦 棉 小豆 裸麦 大麻 煙草 粟 蜀黍 陸稲 荏 桑畑 苧麻 稗 黍 玉蜀黍 燕麦

（出典）『明治44年３月 農業技術官会議要録』（朝鮮総督府、1911年）11～12頁より作成。



(7)

植民地朝鮮の畑作改良政策

生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
植
民
地
期
の
粟
と
大
麦
の
栽
培
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。〔
表
３
―
１
〕〔
図
３
―
２
〕
は
、

一
九
三
二
年
現
在
の
粟
の
作
付
面
積
と
そ
の
割
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
粟
の
作
付
面
積
が
最
も
多
い
の
は
黄
海
道
で
、

一
七
万
九
七
九
三
・
一
町
歩
、
朝
鮮
全
体
の
二
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。
二
位
は
平
安
南
道
、
三
位
は
平
安
北
道
で
あ
っ
た
。
粟
の
作
付

面
積
は
明
ら
か
に
朝
鮮
北
部
に
集
中
し
て
お
り
、
北
部
六
道
で
八
一
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
、〔
表
４
―
１
〕〔
図
４
―
２
〕

は
同
時
期
の
大
麦
の
作
付
面
積
と
そ
の
割
合
を
表
わ
し
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
麦
の
作
付
面
積
の
第
一
位
は
慶
尚

北
道
で
二
〇
万
三
六
八
五
町
歩
、
全
体
の
二
二
・
七
％
で
あ
る
。
二
位
は
慶
尚
南
道
、
三
位
は
全
羅
南
道
で
あ
っ
た
。
粟
と
は
逆
に
、

大
麦
の
作
付
面
積
は
朝
鮮
南
部
に
偏
っ
て
お
り
、
上
位
三
道
で
五
二
・
八
％
、
南
部
七
道
で
八
二
・
七
％
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
麦
で
は
、
朝
鮮
南
部
を
中
心
に
畑
だ
け
で
な
く
、
水
田
の
冬
作
物
と
し
て
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
以

上
の
考
察
か
ら
、
粟
は
朝
鮮
北
部
、
大
麦
は
朝
鮮
南
部
を
代
表
す
る
主
食
作
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
粟
と
大
麦
が
ど
の
よ
う
な
作
物
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
当
時
の
資
料
で
確
認
し
て

お
こ
う
。

ま
ず
粟
に
関
し
て
、『
朝
鮮
に
於
け
る
食
用
田
作
物
』（
朝
鮮
総
督
府
農
林
局
、
一
九
三
五
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

粟
は
其
の
特
性
乾
燥
せ
る
気
候
風
土
に
適
す
る
を
以
て
朝
鮮
の
気
候
は
之
が
栽
培
に
恰
適
し
殊
に
西
北
鮮
地
方
は
冬
季
寒
気
凛

烈
な
る
と
春
季
及
初
夏
に
於
け
る
乾
燥
甚
し
き
も
の
あ
る
等
麦
類
の
栽
培
幾
分
困
難
な
る
事
情
あ
る
を
以
て
該
地
方
に
於
け
る

主
要
食
糧
は
主
と
し
て
夏
作
た
る
雑
穀
就
中
粟
に
之
を
求
め
つ
ゝ
あ
り
。
粟
は
乾
燥
に
対
す
る
力
強
く
、
尚
麦
に
比
し
比
較
的

施
肥
量
少
き
場
合
に
も
収
量
多
く
且
米
に
比
し
釜
増
多
く
朝
鮮
人
の
嗜
好
に
適
す
る
等
に
依
り
最
も
広
く
作
付
せ
ら
る
ゝ
も
の

と
す
。
…
…
粟
は
朝
鮮
に
於
け
る
食
糧
農
産
物
中
米
、
麦
に
次
ぎ
重
要
な
る
作
物
に
し
て
特
に
西
北
鮮
地
方
に
在
り
て
は
主
要

食
糧
と
し
て
其
の
作
付
面
積
も
田
作
中
第
一
位
を
占
む
）
10
（

。

（338）― 338 ―
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〔表３－１〕　粟作付面積・割合（1932年）

作付面積 割 合

咸鏡北道 67,705.2 8.4 

咸鏡南道 81,454.4 10.1 

平安北道 119,605.0 14.8 

平安南道 125,665.7 15.6 

黄海道 179,793.1 22.3 

江原道 81,454.4 10.1 

京畿道 32,128.4 4.0 

忠清北道 17,342.3 2.2 

忠清南道 2,224.0 0.3 

全羅北道 3,175.7 0.4 

全羅南道 39,985.3 5.0 

慶尚北道 53,537.1 6.6 

慶尚南道 2,740.2 0.3 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　町・％）

（出典）『朝鮮総督府統計年報』昭和７年版（朝鮮総督府、1934年）104～105頁より作成。

〔図３－２〕粟作付割合（1932年）
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〔表４－１〕　大麦作付面積・割合（1932年）

作付面積
割 合

畑 田 計

咸鏡北道 46,263.4 ― 46,263.4 5.2

咸鏡南道 34,755.7 17.0 34,772.7 3.9

平安北道 5,729.0 0.2 5,729.2 0.6

平安南道 17,081.0 45.2 17,126.2 1.9

黄海道 13,480.6 508.3 13,988.9 1.6

江原道 36,779.6 801.2 37,580.8 4.2

京畿道 89,134.3 2,620.4 91,754.7 10.2

忠清北道 55,891.1 12,011.6 67,902.7 7.6

忠清南道 51,536.7 13,472.9 65,009.6 7.2

全羅北道 28,227.1 15,717.1 43,944.2 4.9

全羅南道 83,868.5 39,108.8 122,977.3 13.7

慶尚北道 127,924.0 75,761.0 203,685.0 22.7

慶尚南道 79,504.9 68,266.2 147,771.1 16.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　町・％）

　　　（出典）『朝鮮総督府統計年報』昭和７年版（朝鮮総督府、1934年）100～101頁より作成。

〔図４－２〕大麦作付割合（1932年）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

咸鏡北道 咸鏡南道 平安北道 平安南道 黄海道 江原道 京畿道 忠清北道 忠清南道 全羅北道 全羅南道 慶尚北道 慶尚南道



(10)

熊本学園大学　文学・言語学論集　第30巻第１号（2023年６月30日）

つ
ま
り
、
粟
は
、
朝
鮮
の
食
糧
作
物
中
、
米
や
麦
に
つ
ぐ
重
要
な
作
物
で
あ
る
が
、
特
に
黄
海
道
、
平
安
南
北
道
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
西
北
鮮
地
方
で
は
、
乾
燥
に
強
く
、
施
肥
が
少
な
く
て
も
収
量
が
見
込
め
る
特
徴
か
ら
、
米
を
し
の
ぐ
主
要
食
糧
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
大
麦
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
大
麦
は
米
に
亜
ぐ
重
要
農
産
物
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
朝
鮮
に
於
て
は
其
の
生
産
の
殆
ん
ど
大
部
分
が
農
家
の
食
糧
に
供
せ
ら

れ
而
も
食
糧
が
既
に
欠
乏
し
つ
ゝ
あ
る
時
期
に
、
い
ち
早
く
収
穫
し
得
る
点
に
於
て
一
層
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
）
11
（

。

ま
た
、
大
麦
の
栽
培
と
気
候
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

南
鮮
地
方
は
気
温
温
和
な
る
を
以
て
秋
播
大
麦
の
栽
培
に
適
す
る
も
中
部
以
北
に
於
て
は
冬
期
の
気
温
低
く
寒
害
を
被
る
こ
と

多
く
特
に
平
安
南
道
及
咸
鏡
南
道
以
北
に
於
て
は
秋
播
困
難
な
る
を
以
て
春
播
と
し
て
栽
培
せ
ら
る
ゝ
を
普
通
と
す
。

朝
鮮
は
初
春
よ
り
六
月
に
至
る
間
降
雨
寡
く
大
気
乾
燥
す
る
を
以
て
往
々
大
麦
の
生
育
を
阻
害
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
、
就
中
中

部
以
北
に
於
け
る
本
期
間
の
乾
燥
は
冬
季
気
温
の
過
低
と
相
俟
ち
大
麦
栽
培
の
大
な
る
支
障
た
り
。

然
り
と
雖
朝
鮮
に
於
け
る
雨
期
は
概
ね
内
地
の
雨
期
に
比
し
遅
る
ゝ
を
以
て
内
地
の
如
く
成
熟
期
及
収
穫
期
に
於
け
る
降
雨
又

は
過
湿
の
害
を
被
る
こ
と
少
し
）
12
（

。

要
す
る
に
、
大
麦
は
、
冬
作
物
と
し
て
米
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
初
夏
に
収
穫
で
き
る
重
要
な
食
糧
作
物
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分

は
農
家
の
食
糧
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
の
中
で
も
気
候
が
温
暖
な
地
域
で
あ
る
慶
尚
道
、
全
羅
道
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
南
鮮
地
方

が
秋
播
大
麦
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
朝
鮮
人
の
食
生
活
で
、
粟
や
大
麦
は
ど
の
よ
う
に
食
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
植
民
地
期
の
食
生
活
の
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実
態
が
把
握
で
き
る
資
料
は
非
常
に
少
な
い
が
、
わ
ず
か
に
残
る
二
点
の
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
つ
は
、
平
安
北
道
庁
が
行
っ
た
道
地
方
民
の
食
物
に
関
す
る
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
の
調
査
資
料
で
あ
る
。
平
安
北
道
で

は
、「
普
通
民
の
常
食
物
」
と
し
て
粟
四
七
％
、
米
一
九
％
、
小
豆
（
ア
ズ
キ
）
一
一
％
、
他
に
玉
蜀
黍
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）、
稗
な

ど
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。「
窮
民
の
常
食
物
」
で
は
、
玉
蜀
黍
三
三
％
、
粟
一
九
％
、
稗
一
三
％
、
他
に
小
豆
、
蜀
黍
（
モ
ロ
コ
シ
）〔
他

に
タ
カ
キ
ビ
、
ソ
ル
ガ
ム
と
呼
ぶ
、
高
粱
は
モ
ロ
コ
シ
の
一
種
―
筆
者
註
〕
な
ど
が
食
糧
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
一
般
的
に
こ

れ
ら
の
作
物
は
混
合
し
て
煮
沸
し
た
後
、
食
用
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
）
13
（

。

も
う
一
つ
は
、
一
九
一
二
年
時
点
で
の
忠
清
北
道
・
忠
州
に
お
け
る
農
民
の
食
料
に
関
す
る
調
査
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
は
、
忠

州
の
農
家
を
上
農
・
中
農
・
下
農
に
分
け
、
各
季
節
ご
と
の
主
食
物
・
副
食
物
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
農
の
四

〜
六
月
お
よ
び
七
〜
九
月
の
主
食
物
な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
食
生
活
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
な
実
情
で
あ
っ
た
。

四
月
乃
至
六
月
　
本
期
は
農
家
の
最
も
窮
乏
な
る
時
に
し
て
白
米
の
貯
蔵
量
大
に
減
ず
る
を
以
て
其
の
主
な
る
食
料
は
蜀
黍
と

粟
に
し
て
之
に
白
米
を
混
ず
る
有
様
な
り
而
し
て
前
期
に
は
蜀
黍
を
食
す
る
こ
と
少
な
か
り
し
が
本
期
に
入
り
て
は
他
の
穀
物

減
少
の
為
め
蜀
黍
は
其
割
合
最
も
多
く
粟
之
に
次
ぐ
に
至
る
、
而
し
て
麦
刈
前
の
約
一
個
月
間
は
食
量
を
減
少
し
て
一
日
二
食

な
る
は
勿
論
、
夕
食
は
之
を
粥
と
し
尚
ほ
草
芽
、
草
根
等
を
投
入
す
る
も
の
多
し
麺
類
に
よ
り
て
其
饑
を
凌
ぐ
こ
と
少
な
か
ら

ず
。

七
月
乃
至
九
月
　
此
の
季
節
は
大
小
麦
刈
取
後
な
る
を
以
て
其
の
主
食
物
は
勿
論
大
麦
に
し
て
之
に
少
量
宛
の
蜀
黍
、
粟
、
大

小
豆
及
白
米
を
混
し
一
日
三
回
乃
至
四
回
、
激
し
き
労
働
に
従
ふ
も
の
五
回
の
食
事
を
な
し
前
期
の
窮
乏
に
引
き
換
へ
食
物
は

之
れ
を
十
二
分
に
取
り
飽
食
せ
ず
ん
ば
止
ま
す
、
新
小
麦
粉
を
以
て
麺
類
を
作
り
之
を
以
て
夕
食
に
換
ふ
る
こ
と
も
少
な
か
ら

ず
然
り
と
雖
も
其
末
期
に
於
て
漸
次
食
料
の
減
少
を
来
し
再
び
欠
乏
を
告
ぐ
る
に
至
る
。〔
中
略
〕

之
を
要
す
る
に
中
農
に
あ
り
て
は
一
個
年
間
食
料
欠
乏
の
為
め
饑
餓
に
陥
る
如
き
こ
と
あ
ら
ず
と
雖
も
然
か
も
後
日
を
思
慮
す

る
こ
と
少
な
き
結
果
、
麦
を
収
む
れ
ば
麦
の
み
を
多
食
す
る
が
為
め
秋
収
前
已
に
其
欠
乏
を
来
し
米
穀
収
納
の
後
は
又
た
白
米
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を
飽
食
し
て
後
日
を
顧
る
こ
と
な
し
、
故
に
期
節
に
よ
り
食
料
の
種
類
並
に
分
量
に
甚
だ
し
き
差
異
あ
る
を
免
れ
ず
、
麦
刈
及

秋
収
前
に
於
て
は
何
れ
も
食
料
の
欠
乏
を
訴
へ
ざ
る
も
の
な
し
）
14
（

朝
鮮
中
部
の
山
地
が
多
い
忠
州
の
農
民
の
事
例
で
あ
る
が
、
米
と
粟
を
混
食
し
な
が
ら
、
米
が
少
な
く
な
る
と
蜀
黍
と
粟
が
主
食

と
な
り
、
麦
収
穫
後
の
夏
に
は
大
麦
を
中
心
に
し
て
蜀
黍
、
粟
、
大
豆
、
白
米
を
混
食
す
る
と
い
う
食
生
活
で
あ
っ
た
）
15
（

。

三
　
植
民
地
農
政
の
開
始
と
畑
作

（
１
）
保
護
国
期

日
露
戦
争
の
終
結
か
ら
間
も
な
い
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
・
光
武
九
）
一
一
月
、
日
本
は
第
二
次
日
韓
協
約
に
よ
っ
て
韓
国
（
大

韓
帝
国
）
の
外
交
権
を
外
務
省
の
管
理
下
に
置
き
、
自
ら
の
保
護
国
と
し
た
。
翌
〇
六
年
二
月
に
は
漢
城
に
統
監
府
が
設
置
さ
れ
、

三
月
に
初
代
統
監
と
し
て
伊
藤
博
文
が
着
任
し
た
。

朝
鮮
（
韓
国
）
に
お
け
る
農
事
試
験
研
究
機
関
と
し
て
は
同
〇
六
年
四
月
に
統
監
府
勧
業
模
範
場
官
制
が
公
布
さ
れ
、
統
監
府
勧

業
模
範
場
が
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
こ
の
時
点
で
の
勧
業
模
範
場
の
設
置
は
あ
く
ま
で
法
令
上
の
こ
と
で
あ
り
、
五
月
に
初
代
場
長
に

就
任
し
た
本
田
幸
介
が
中
心
と
な
っ
て
、
設
置
場
所
が
京
釜
鉄
道
沿
線
の
京
畿
・
水
原
に
決
定
さ
れ
、
模
範
場
の
施
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
・
隆
熙
元
）
に
入
り
、
勧
業
模
範
場
の
整
備
が
お
お
む
ね
終
了
す
る
と
、
四

月
に
勧
業
模
範
場
は
日
本
政
府
か
ら
韓
国
政
府
に
譲
渡
さ
れ
、
職
員
も
韓
国
政
府
に
傭
聘
さ
れ
る
形
で
職
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
五
月
一
五
日
の
開
場
式
を
も
っ
て
、
勧
業
模
範
場
は
実
質
的
に
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
勧
業
模
範
場
の
目
的
は
、
官
制
で
は
「
一
　
産
業
の
発
達
改
良
に
資
す
る
模
範
調
査
及
試
験
」「
二
　
物
産
の
調
査
並
産
業
上
必
要

な
る
物
料
の
分
析
及
鑑
定
」「
三
　
種
子
、
種
苗
、
蚕
種
、
種
禽
及
種
畜
の
配
付
」「
四
　
産
業
上
の
指
導
、
通
信
及
講
話
」
の
四
項
目
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が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
）
16
（

、
創
設
時
の
技
師
の
一
人
で
あ
る
町
田
咲
吉
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

韓
国
の
富
源
を
開
発
し
彼
我
共
通
の
利
益
を
増
進
せ
ん
と
す
る
に
方
り
最
も
急
務
と
為
す
べ
き
は
農
業
を
振
興
す
る
に
あ
り
蓋
し

農
業
は
韓
国
に
於
け
る
唯
一
の
産
業
に
し
て
然
か
も
従
来
改
良
の
見
る
べ
き
も
の
無
く
て
従
て
将
来
発
達
の
余
地
多
く
前
途
頗
る

有
望
な
り
農
耕
畜
産
蚕
業
の
改
良
を
初
め
と
し
土
地
の
利
用
水
利
の
施
設
副
業
の
奨
励
等
に
因
り
て
韓
国
の
農
産
は
多
大
の
増
殖

を
期
し
得
べ
し
而
し
て
此
の
目
的
を
達
す
る
の
手
段
は
実
際
に
改
良
の
模
範
を
示
し
以
て
農
民
を
誘
導
啓
発
す
る
こ
と
最
も
捷
径

な
り
と
す
之
れ
統
監
府
勧
業
模
範
場
の
設
置
せ
ら
れ
た
る
所
以
に
し
て
韓
国
経
営
上
頗
る
時
宜
に
適
へ
り）
17
（

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
勧
業
模
範
場
は
、
単
な
る
農
事
試
験
研
究
機
関
で
は
な
く
、
日
本
の
農
業
を
モ
デ
ル
に
朝
鮮
人
に
対
し
て

農
事
改
良
の
「
模
範
」
を
示
し
、
朝
鮮
の
農
産
物
の
改
良
増
殖
を
促
進
す
る
た
め
の
中
心
的
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
創
設
時
の
事
業
と
し
て
は
、「
一 
作
物
の
種
類
選
択
栽
培
及
調
製
に
関
す
る
事
」「
二 

家
禽
及
豚
の
改
良
に
関
す
る
事
」「
三 

土
地
の
利
用
及
改
良
の
方
法
並
に
灌
漑
、
排
水
の
設
計
に
関
す
る
事
」「
四 

養
蚕
に
関
す
る
事
」「
五 

産
業
上
必
要
な
る
物
料
の
分
析

鑑
定
に
関
す
る
事
」「
六 

物
産
の
調
査
に
関
す
る
事
」「
七 

種
苗
、
蚕
種
、
種
禽
、
種
畜
等
の
配
付
に
関
す
る
事
」「
八 

質
問
応
答
及

講
話
に
関
す
る
事
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
）
18
（

。

　
勧
業
模
範
場
で
は
、
設
置
後
の
〇
六
年
六
月
一
五
日
か
ら
事
務
を
開
始
し
、
事
務
所
・
実
験
室
な
ど
の
建
物
や
圃
場
・
道
路
の
整

備
が
ま
ず
進
め
ら
れ
た
が
、
農
事
改
良
に
関
す
る
事
業
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
着
手
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
「
一 

耕
地
整
理
」「
二 

日
本
稲
の
試
作
」「
三 

稲
の
収
量
及
品
質
調
査
」「
四 

麦
の
試
作
」「
五 
緑
肥
用
荳
科
植
物
の
栽
培
」「
六 

棉
花
採
種
圃
」「
七 

柞
蚕
の
試

育
」「
八 

種
苗
の
配
付
」
が
主
な
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
）
19
（

、
こ
れ
ら
は
日
本
の
手
に
よ
っ
て
朝
鮮
で
行
わ
れ
た
最
初
の
農
事
改

良
事
業
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、
場
内
の
灌
排
水
路
整
備
と
区
画
整
理
を
指
す
第
一
項
を
除
外
す
る
と
、
日
本
産

米
品
種
の
試
作
や
収
量
・
品
質
の
調
査
研
究
が
ま
ず
初
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
米
の
改
良
増
殖
に
最
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
大
麦
を
含
む
麦
類
の
改
良
は
、
以
下
の
第
四
項
と
第
八
項
の
事
業
で
行
わ
れ
た
。
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四  

麦
の
試
作
　
韓
国
に
於
て
従
来
栽
培
せ
る
大
小
麦
は
概
し
て
品
質
劣
等
に
し
て
収
量
亦
少
き
が
故
に
之
れ
が
改
良
を
図
ら

ん
が
為
め
に
日
本
及
欧
米
の
大
小
麦
数
種
を
選
定
し
て
栽
培
し
目
下
其
試
験
中
な
り

八  
種
苗
の
配
付
　
韓
国
麦
作
の
改
良
を
図
ら
ん
が
為
め
良
種
と
認
め
ら
れ
た
る
大
麦
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
及
小
麦
フ
ル
ツ
種

を
水
原
、
大
邱
、
三
浪
津
、
木
浦
等
の
各
地
に
配
布
し
て
試
作
を
為
さ
し
め
其
普
及
を
図
れ
り
）
20
（

こ
こ
で
は
、
日
本
や
欧
米
の
大
麦
・
小
麦
品
種
の
選
定
・
試
作
や
種
苗
の
配
付
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
大
麦
で
は
ビ
ー

ル
醸
造
用
の
二
条
オ
オ
ム
ギ
で
あ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
の
普
及
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
粟
に
関
し
て
は
全
く
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
に
は
、
朝
鮮
（
韓
国
）
に
居
留
す
る
日
本
人
官
吏
、
統
監
府
勧
業
模
範
場
の
職
員
、
農
林
学
校

の
職
員
、
穀
物
貿
易
商
お
よ
び
農
事
経
営
者
な
ど
の
有
志
に
よ
っ
て
、
農
業
団
体
で
あ
る
韓
国
中
央
農
会
が
設
立
さ
れ
た
。
韓
国
中

央
農
会
の
目
的
は
、
規
約
で
「
韓
国
ニ
於
ケ
ル
農
業
ノ
改
良
発
達
ヲ
図
ル
」
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、

日
本
人
農
民
の
朝
鮮
移
住
を
促
進
し
朝
鮮
人
農
民
に
模
範
を
示
し
て
彼
ら
の
覚
醒
を
促
す
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
農
業
に
関
す
る
調
査
・

研
究
、
会
員
相
互
の
意
見
交
換
を
活
発
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
農
事
改
良
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
）
21
（

。

　
創
立
一
周
年
に
当
た
る
翌
〇
七
年
一
〇
月
三
一
日
、
漢
城
の
花
月
楼
で
韓
国
中
央
農
会
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
午

前
一
〇
時
に
開
会
し
、
副
会
頭
の
本
田
幸
介
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
会
務
報
告
、
会
員
談
話
の
後
、
来
賓
の
伊
藤
博
文
統
監
ら
の
演

説
が
行
わ
れ
た
。
午
後
三
時
三
〇
分
か
ら
は
講
演
に
移
り
、
五
名
が
講
演
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
一
人
目
と
し
て
大
日
本
麦
酒
株
式

会
社
技
師
長
の
矢
木
久
太
郎
が
「
麦
酒
醸
造
用
大
麦
の
栽
培
に
就
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
）
22
（

。

矢
木
久
太
郎
は
、
同
社
で
ビ
ー
ル
原
料
と
し
て
使
用
す
る
大
麦
七
、八
万
石
の
内
、
北
海
道
な
ど
で
の
国
内
生
産
で
二
万
石
余
り

を
ま
か
な
っ
て
い
る
が
、
残
る
四
、五
万
石
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
と

説
明
し
、
日
本
で
大
麦
の
改
良
を
行
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
麦
と
遜
色
な
い
も
の
を
生
産
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
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央
部
の
よ
う
に
気
候
が
乾
燥
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
優
良
な
大
麦
が
生
産
で
き
て
い
な
い
と
吐
露
す
る
）
23
（

。
そ
の
上
で
朝
鮮
で

の
大
麦
生
産
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
気
候
の
適
当
す
る
所
で
も
あ
り
又
空
気
も
乾
燥
し
た
所
で
あ
れ
ば
仮
令
ひ
極
優
等
な
も
の
が
出
来
な
い
と
し
て
も
相

当
の
も
の
ゝ
出
来
な
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
斯
う
考
へ
ま
し
た
の
で
此
れ
も
私
共
の
想
像
で
あ
り
ま
す
が
韓
国
多
数
の
部
分
と

云
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
に
し
て
も
幾
分
奨
励
を
加
へ
た
な
ら
ば
大
麦
は
恐
ら
く
出
来
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
な
か
ろ
う
か
と
、
韓

国
で
も
洛
東
江
附
近
な
り
京
城
、
木
浦
附
近
な
ど
は
気
候
な
り
土
質
が
略
ぼ
同
じ
で
あ
れ
ば
随
分
大
麦
の
栽
培
上
有
望
で
あ
る

ま
い
か
と
斯
う
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
〔
中
略
〕

是
れ
は
独
り
我
会
社
の
利
益
ば
か
り
で
な
く
若
し
優
等
な
る
品
物
が
出
来
ま
す
る
な
ら
ば
随
分
欧
羅
巴
の
優
等
品
と
市
場
に
於

て
競
争
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
も
云
へ
ぬ
の
で
有
り
ま
す
）
24
（

こ
の
よ
う
に
矢
木
は
、
乾
燥
し
た
朝
鮮
の
気
候
は
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
（
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
、
二
条
オ
オ
ム
ギ
）
の
栽
培
に
適
し

て
い
る
と
主
張
し
、
集
ま
っ
た
総
会
の
参
加
者
に
、
大
麦
の
栽
培
を
広
く
行
っ
て
朝
鮮
が
「
麦
作
の
好
適
地
」
で
あ
る
こ
と
を
調
査

し
て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
）
25
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
韓
国
中
央
農
会
第
一
回
総
会
に
お
け
る
演
説
で
、
伊
藤
統
監
は
、
朝
鮮
（
韓
国
）
の
農
事
は
今
日
の
緊
急
の
課
題
で

あ
る
と
認
め
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、「
未
だ
自
分
は
如
何
な
る
事
よ
り
し
て
之
に
助
力
を
与
へ
又
如
何
な
る
事
よ
り
着
手
し
て
宜

し
い
か
と
云
ふ
こ
と
及
ひ
之
を
講
究
す
る
方
法
如
何
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
未
だ
考
案
が
定
ま
つ
て
居
ら
ぬ
）
26
（

」
と
率
直
に
打
ち
明
け

て
お
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
農
政
の
方
針
は
依
然
模
索
の
段
階
に
あ
っ
た
。

　
ま
も
な
く
日
本
お
よ
び
統
監
府
は
、
韓
国
政
府
農
商
工
部
を
介
し
て
朝
鮮
で
最
初
期
の
農
政
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
・
隆
熙
二
）
一
二
月
七
〜
一
〇
日
の
四
日
間
、
農
商
工
部
の
所
管
官
庁
・
各
地
方
配
置
の
技
術
官
を
漢
城

に
招
集
し
て
、
韓
国
農
業
技
術
官
会
議
を
初
め
て
開
催
し
た
）
27
（

。
こ
の
と
き
各
技
術
官
に
対
し
て
行
わ
れ
た
諮
問
事
項
は
以
下
の
通
り
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で
あ
る
。

一
　
農
蚕
業
改
良
の
成
績
如
何

二
　
畜
産
の
改
良
蕃
殖
或
は
搾
乳
業
に
従
事
す
る
者
の
事
業
成
績
如
何

三
　
従
来
の
耕
種
組
織
及
其
の
改
良
法
如
何

四
　
蚕
糸
業
の
現
況
如
何

五
　
果
樹
蔬
菜
栽
培
の
現
況
如
何

六
　
農
家
副
業
の
現
況
如
何

七
　
地
方
騒
擾
の
農
業
に
及
ほ
し
た
る
影
響
如
何

八
　
獣
疫
の
農
業
上
に
及
ほ
す
影
響
如
何

九
　
未
墾
地
開
墾
の
成
績
如
何

十
　
日
本
人
農
業
経
営
者
と
韓
人
農
業
経
営
者
と
の
関
係
如
何

十
一
　
将
来
奨
励
せ
む
と
す
る
作
物
及
果
樹
の
種
類
如
何

十
二
　
農
業
奨
励
上
不
便
と
感
じ
た
る
事
項
如
何

十
三
　
農
蚕
業
奨
励
上
施
設
す
べ
き
事
項
及
其
の
実
行
方
法
如
何
）
28
（

　

翌
〇
九
年
に
は
、
一
二
月
六
〜
一
一
日
の
六
日
間
に
わ
た
っ
て
第
二
回
韓
国
農
業
技
術
官
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
会
議
に

お
け
る
農
商
工
部
か
ら
の
諮
問
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
農
蚕
業
改
良
指
導
奨
励
の
状
況
及
其
成
績
如
何

二
、
農
作
物
病
虫
害
発
生
及
駆
除
の
状
況
如
何
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三
、
技
術
官
所
在
地
に
於
け
る
農
家
経
済
の
状
態
を
上
下
二
階
級
に
区
別
調
査
す
る
と
き
は
其
詳
細
の
内
容
如
何

四
、
農
用
動
植
物
分
布
の
状
況
如
何

五
、
現
状
に
適
切
な
る
養
蚕
殺
蛹
乾
繭
法
及
桑
樹
仕
立
方
（
根
刈
、
中
刈
、
高
刈
、
立
通
）
如
何

六
、
蚕
蛆
被
害
の
状
況
及
其
実
行
し
易
き
予
防
方
法
如
何

七
、
畜
産
の
状
況
並
其
農
業
上
に
及
ぼ
す
効
果
如
何

八
、
未
墾
地
開
墾
の
成
績
如
何
）
29
（

　

　
第
二
回
農
業
技
術
官
会
議
で
は
、
議
長
を
務
め
た
農
商
工
部
農
務
局
長
の
中
村
彦
が
、
会
議
冒
頭
で
農
政
の
方
針
に
つ
い
て
演
説

を
行
っ
た
。
中
村
彦
は
、
会
議
の
目
的
を
「
第
一
に
農
商
工
部
が
執
る
と
こ
ろ
の
農
政
の
方
針
を
諸
君
に
示
し
、
第
二
に
地
方
の
農

業
の
状
態
に
精
通
せ
ら
れ
た
る
諸
君
に
諮
問
し
、
第
三
に
中
央
に
居
る
も
の
と
地
方
に
居
る
も
の
と
が
互
に
農
業
上
の
事
項
に
就
て

意
見
を
交
換
す
る
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
）
30
（

。
そ
し
て
、
朝
鮮
の
重
要
農
産
物
の
筆
頭
と
し
て
米
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

米
は
韓
国
の
重
要
農
産
物
の
第
一
位
に
居
り
又
海
外
へ
の
輸
出
品
中
の
第
一
位
に
居
り
ま
す
、
今
韓
国
の
一
地
方
と
同
緯
度
の

他
の
一
地
方
と
を
対
照
す
る
に
概
し
て
稲
作
の
期
間
に
於
て
韓
国
の
方
が
高
温
度
で
御
座
い
ま
す
、
又
快
晴
日
数
が
多
い
為
に

日
照
時
間
も
多
い
、
只
一
つ
稲
作
の
末
期
に
至
り
て
温
度
が
急
に
降
る
欠
点
を
除
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
其
天
恵
を
承
く
る
の
点

は
遥
に
日
本
よ
り
も
上
位
に
あ
る
の
で
御
座
い
ま
す
。
…
…
要
す
る
に
稲
作
に
就
て
前
段
述
べ
ま
し
た
る
水
利
の
便
を
助
け
廉

価
な
る
肥
料
の
普
及
を
図
り
又
商
品
と
し
て
欠
点
あ
る
所
の
混
砂
米
を
速
に
排
除
し
ま
す
る
こ
と
に
就
て
今
日
迄
力
め
て
居
る

訳
で
御
座
い
ま
す
）
31
（

。

そ
し
て
、
米
に
続
き
、
中
村
が
二
番
目
に
挙
げ
た
の
は
麦
で
あ
る
。
麦
に
関
す
る
演
説
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
二
に
麦
で
御
座
い
ま
す
、
海
外
輸
出
品
と
し
て
は
麦
は
少
数
で
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
韓
国
民
の
常
食
品

と
し
て
は
頗
る
重
要
の
位
置
を
占
め
て
居
り
ま
す
、
日
本
で
は
五
月
末
か
ら
六
月
に
亙
り
て
霖
雨
が
長
く
続
き
ま
す
る
が
幸
に

韓
国
で
は
日
本
よ
り
も
稍
雨
期
が
後
れ
て
居
る
の
で
而
も
日
本
の
如
く
引
続
き
長
時
間
降
り
ま
せ
ぬ
、
而
し
て
其
雨
量
も
比
較

的
少
な
き
が
為
め
此
麦
作
の
成
熟
は
日
本
よ
り
韓
国
の
方
が
米
と
同
様
其
天
恵
を
受
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
此
の
天
恵
を
利
用

し
ま
し
て
即
ち
韓
国
の
南
部
に
於
て
麦
酒
の
原
料
た
る
ゴ
ル
デ
ン
ソマ

マロ
ン
の
普
及
を
図
り
此
北
部
に
於
て
は
麦
粉
の
原
料
と
し

て
適
当
な
る
小
麦
の
栽
培
を
奨
励
せ
ん
と
せ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
）
32
（

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
大
麦
を
含
め
た
麦
類
が
朝
鮮
人
の
常
食
、
す
な
わ
ち
主
食
作
物
で
あ
る
点
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
日

本
が
主
導
す
る
農
政
の
関
心
は
、
食
糧
と
し
て
の
六
条
オ
オ
ム
ギ
で
は
な
く
、
ビ
ー
ル
醸
造
の
原
料
と
な
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」

と
い
う
二
条
オ
オ
ム
ギ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
演
説
の
中
で
、
中
村
彦
は
米
、
麦
、
大
豆
、
牛
の
四
つ
を

重
要
な
農
産
品
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
他
に
養
蚕
、
果
樹
、
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）、
馬
鈴
薯
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）、
陸
地
棉
に
触
れ

て
い
る
が
、
朝
鮮
北
部
の
主
食
作
物
で
あ
る
粟
に
は
や
は
り
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
農
務
局
長
の
中
村
彦
は
、
併
合
直
前
の
時
期
に
、
保
護
国
化
以
来
の
朝
鮮
に
お
け
る
農
事
改
良
に
つ
い
て
、「
今
尚
ほ

創
始
の
時
期
に
属
し
且
各
般
の
施
設
中
著
手
の
首
途
に
在
る
も
の
鮮
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
数
字
的
に
之
れ
が
改
良
の
効
果
を
臚
列
し

難
し
と
雖
も
著
々
と
し
て
改
善
の
域
に
進
み
つ
ゝ
あ
り
）
33
（

」
と
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
の
短
期
間
で
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
稲
種

子
お
よ
び
米
穀
調
製
の
改
良
、
麦
酒
醸
造
用
大
麦
の
栽
培
奨
励
、
棉
作
の
改
良
、
園
芸
の
改
良
、
蚕
業
の
改
良
の
五
つ
を
列
挙
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
大
麦
の
栽
培
奨
励
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
二
　
麦
酒
醸
造
用
大
麦
栽
培
奨
励

韓
国
大
麦
の
在
来
種
は
品
質
劣
等
に
し
て
僅
に
農
家
の
食
料
及
飴
製
造
の
原
料
に
供
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
「
ゴ
ル
デ
ン
メ

ロ
ン
」
の
南
韓
地
方
に
好
適
せ
る
を
確
め
其
作
付
を
奨
励
せ
る
結
果
昨
年
末
に
於
け
る
全
羅
南
道
木
浦
港
の
該
輸
出
額
は
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三
百
八
十
石
此
価
額
千
七
百
五
十
六
円
に
上
れ
り
其
数
量
極
め
て
僅
少
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
種
子
用
と
し
て
附
近
に
分
配
せ
ら
れ

つ
ゝ
あ
る
も
の
亦
鮮
な
か
ら
ざ
る
が
故
其
栽
培
は
年
一
年
四
方
に
波
及
し
将
来
一
廉
の
輸
出
品
た
る
に
至
る
望
み
あ
り
）
34
（

こ
こ
で
朝
鮮
南
部
地
方
に
お
け
る
二
条
オ
オ
ム
ギ
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
の
作
付
奨
励
が
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
点
か

ら
見
て
も
、
併
合
直
前
時
点
で
の
大
麦
に
対
す
る
関
心
は
、
朝
鮮
人
の
食
糧
作
物
と
し
て
の
大
麦
（
六
条
オ
オ
ム
ギ
）
で
は
な
く
、
ビ
ー

ル
醸
造
用
原
料
と
し
て
輸
出
可
能
な
商
品
価
値
の
高
い
大
麦
（
二
条
オ
オ
ム
ギ
）
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
一
九
一
〇
年
代

一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日
、
韓
国
併
合
に
関
す
る
条
約
が
公
布
さ
れ
、
朝
鮮
は
日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
す
で
に
保
護
国
期
か
ら
日
本
が
関
与
す
る
最
初
期
の
農
政
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
本
格
的
な
農
業
政

策
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
二
年
度
（
明
治
四
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
三
月
、
寺
内
正
毅
総
督
か
ら
各
道
長
官
お
よ
び

勧
業
模
範
場
長
に
対
し
て
「
棉
作
改
良
普
及
及
奨
励
ノ
方
針
」「
畜
牛
改
良
増
殖
奨
励
ノ
方
針
」「
米
作
改
良
増
殖
奨
励
ノ
方
針
」「
蚕
業

改
良
発
達
ニ
関
ス
ル
奨
励
ノ
方
針
」
と
い
う
四
つ
の
訓
令
が
一
度
に
発
せ
ら
れ
、
植
民
地
農
政
の
開
始
が
告
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

農
政
が
主
眼
を
置
く
重
要
農
産
物
を
米
、
棉
花
、
養
蚕
、
朝
鮮
牛
と
す
る
方
針
が
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
粟
・
大
麦
な

ど
の
畑
作
物
は
農
業
政
策
の
中
で
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
同
年
一
二
月
に
訓
令
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
各
道
農
業
技
術
官
会
議
で
、
寺
内
総
督
は
訓
示
の
多
く
の
時
間
を
割
い
て
、

米
、
棉
花
、
蚕
業
、
畜
牛
の
改
良
増
殖
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
一
方
で
、
粟
・
大
麦
な
ど
そ
れ
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
で
簡
潔
に
述
べ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

農
作
物
ハ
総
テ
其
ノ
品
種
ノ
選
択
ニ
重
キ
ヲ
置
カ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
例
セ
ハ
大
麦
「
マ
ン
ム
ー
ト
」「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
小
麦
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ノ
「
マ
ー
チ
ン
ス
ア
ム
バ
ー
」「
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
」
大
豆
ノ
端
川
種
ノ
如
キ
皆
優
良
品
種
ナ
ル
ハ
各
地
ノ
実
験
ニ
徴
シ
明
白
ナ

ル
ヲ
以
テ
宜
シ
ク
風
土
ノ
善
用
ト
栽
培
ノ
方
法
ト
ニ
注
意
シ
遺
算
ナ
ク
其
ノ
普
及
ヲ
図
ル
ヘ
シ

優
良
品
種
ヲ
栽
培
ス
ル
ニ
当
リ
施
肥
量
ノ
増
加
之
ニ
伴
ハ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
如
何
ニ
優
良
品
種
ト
雖
遂
ニ
ハ
其
ノ
真
価
ヲ
溌
揮
シ

得
サ
ル
ニ
至
ル
ヲ
以
テ
農
家
ヲ
シ
テ
勉
メ
テ
自
家
ニ
肥
料
ヲ
製
造
セ
シ
メ
尚
足
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
共
同
購
買
シ
テ
施
用
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
農
家
経
済
ノ
現
状
ニ
省
ミ
ス
シ
テ
猥
リ
ニ
販
売
肥
料
ノ
使
用
ヲ
奨
励
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ア

ル
ヘ
カ
ラ
ス

農
作
物
中
ニ
ハ
農
業
及
一
般
経
済
ノ
進
歩
ト
共
ニ
其
ノ
栽
培
漸
次
減
少
ス
ヘ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ト
モ
現
ニ
其
ノ
生
産

多
額
ニ
シ
テ
且
其
ノ
豊
凶
ハ
直
ニ
地
方
農
民
ノ
経
済
上
ニ
至
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
例
ヘ
ハ
北
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
粟
稗
等
ノ
改

良
ニ
就
テ
ハ
大
に
力
ヲ
用
ユ
ヘ
キ
ニ
拘
ラ
ス
従
来
世
人
ノ
閑
却
セ
ル
傾
向
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
将
来
ハ
能
ク
注
意
シ
其
ノ
栽
培
上
指

導
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
ス

農
家
食
料
品
ノ
補
充
ト
シ
テ
甘
藷
及
馬
鈴
薯
ノ
栽
培
奨
励
ハ
近
来
頗
ル
一
般
農
家
ノ
注
目
ヲ
惹
キ
既
ニ
良
好
ノ
成
績
ヲ
顕
シ
ツ

ツ
ア
ル
モ
将
来
一
層
勧
誘
シ
風
土
ノ
許
ス
限
リ
各
地
ニ
之
カ
普
及
ノ
実
ヲ
挙
ク
ヘ
シ

農
家
ノ
副
業
ト
シ
テ
筵
、
叺
、
縄
ノ
製
造
ノ
如
キ
ハ
適
当
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
果
樹
ノ
栽
培
及
鶏
豚
ノ
飼
養
モ
有
望
ナ
リ
然
ル
ニ

近
来
苹
果
、
梨
、
葡
萄
等
ノ
較
大
規
模
ナ
ル
果
園
年
年
各
地
ニ
起
リ
ツ
ツ
ア
ル
モ
小
規
模
ノ
副
業
的
果
樹
栽
培
ハ
未
タ
其
ノ
改

良
発
達
ヲ
見
ル
ノ
域
ニ
達
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
方
面
ニ
向
テ
指
導
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
鶏
豚
ノ
飼
養
ハ
従
来
各
地
ノ
農
家
ニ
行

ハ
ル
ル
ト
雖
其
ノ
品
種
劣
等
ナ
ル
ヲ
以
テ
漸
次
之
ガ
改
良
ヲ
図
ル
ヘ
シ
柞
蚕
ノ
飼
養
ハ
家
蚕
ト
趣
ヲ
異
ニ
シ
今
俄
ニ
其
ノ
普
及

ヲ
期
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
之
カ
飼
養
ニ
適
セ
ル
西
朝
鮮
ニ
於
テ
ハ
能
ク
指
導
シ
以
テ
蹉
跌
ナ
キ
堅
実
ノ
進
歩
ヲ
図
ル
ヘ
シ
）
35
（

こ
の
よ
う
に
大
麦
に
つ
い
て
は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
な
ど
優
良
品
種
の
奨
励
、
粟
に
つ
い
て
は
朝
鮮
北
部
で
の
指
導
奨
励

が
短
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

四
年
後
の
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
七
月
四
日
に
は
、
山
縣
伊
三
郎
政
務
総
監
が
各
道
長
官
宛
に
通
牒
「
農
業
奨
励
上
ノ
注
意
事

（325）― 325 ―
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項
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
通
牒
は
従
来
総
督
府
が
指
示
し
て
き
た
各
種
事
項
の
趣
旨
の
徹
底
と
実
現
を
一
層
要
求
す

る
と
と
も
に
、
特
に
緊
急
と
認
め
ら
れ
る
事
項
一
〇
項
目
に
つ
い
て
指
示
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
農
事
改
良
の
指
導
奨

励
に
関
わ
る
全
般
的
な
注
意
事
項
と
と
も
に
、
米
の
優
良
品
種
の
普
及
、
赤
米
の
除
去
、
蚕
業
の
改
善
、
牛
皮
調
製
法
の
改
良
な
ど

が
指
示
さ
れ
て
い
る
）
36
（

。
こ
の
う
ち
粟
と
大
麦
に
関
す
る
項
目
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

六
　 

陸
稲
、
大
麦
、
小
麦
、
粟
等
ノ
優
良
種
普
及
ト
其
ノ
劣
変
防
止
ニ
関
シ
テ
モ
水
稲
ニ
準
シ
採
種
田
ヲ
設
ケ
可
成
系
統
的
ニ

純
良
ナ
ル
種
子
ノ
育
成
ト
其
ノ
配
給
ノ
計
画
ヲ
樹
テ
以
テ
品
種
改
良
ニ
依
ル
効
果
ヲ
的
確
ニ
改
ム
ル
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
）
37
（

す
な
わ
ち
、
米
（
水
稲
）
で
は
、
各
道
の
種
苗
場
に
原
種

を
設
け
、
そ
こ
か
ら
郡
採
種

、
面
採
種

を
経
て
一
般
農
民
に
種

子
の
交
換
・
配
付
を
行
う
こ
と
で
優
良
品
種
の
普
及
を
図
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
粟
や
大
麦
な
ど
畑
作
物
に
つ
い
て
も
同
様
に
採
種

田
を
設
置
し
て
出
来
る
か
ぎ
り
系
統
的
に
種
子
の
育
成
・
配
給
を
行
う
計
画
を
樹
立
し
て
品
種
改
良
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
指
示

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
一
〇
年
代
を
通
じ
て
農
業
・
農
政
を
専
門
と
す
る
主
要
な
会
議
は
農
業
技
術
官
会
同
と
い
う
形
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
も
粟
・
大
麦
を
含
む
畑
作
物
の
取
り
扱
い
は
小
さ
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
六
年
一
一
月

二
七
日
〜
一
二
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
技
術
官
会
同
で
は
、
長
谷
川
好
道
総
督
か
ら
の
指
示
事
項
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
さ
さ

や
か
な
形
で
粟
や
麦
類
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

七
、
特
種
農
産
物
生
産
に
関
す
る
件

米
、
麦
、
粟
、
大
豆
、
棉
、
果
実
、
繭
、
牛
等
主
要
農
産
物
の
改
良
増
殖
に
就
て
は
奨
励
の
成
績
頗
る
顕
著
な
る
も
の
あ
る

は
欣
ふ
へ
し
此
時
に
方
り
更
に
進
ん
で
各
地
特
異
の
風
土
を
能
く
利
用
し
特
種
農
産
物
の
生
産
に
努
め
以
て
農
家
経
済
の
向

上
に
資
す
る
は
最
も
肝
要
の
事
に
属
す
依
て
道
種
苗
場
は
爾
来
一
層
道
内
の
気
象
、
土
壌
の
研
究
に
力
を
効
し
其
特
異
性
の
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発
見
と
之
か
利
用
と
に
深
く
意
を
用
ゆ
へ
し
）
38
（

　
ま
た
、
総
督
か
ら
の
諮
問
事
項
中
で
粟
・
大
麦
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、「
第
一
　
道
奨
励
ニ
係
ル
水
稲
、
陸
稲
、
大
麦
、
小
麦
、

裸
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
粟
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
及
其
ノ
他
ノ
各
優
良
種
作
物
ノ
大
正
五
年
ニ
於
ケ
ル
普
及
計
画
及
其
ノ
実
行
状
況
」「
第

四
　
二
毛
作
麦
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
等
ノ
如
キ
補
食
作
物
栽
培
奨
励
ノ
農
家
経
済
上
ニ
及
ホ
セ
ル
影
響
」
の
み
で
あ
る
）
39
（

。

　
さ
ら
に
一
九
一
八
年
一
二
月
二
〜
九
日
開
催
の
一
〇
年
代
最
後
の
農
業
技
術
官
会
同
に
お
い
て
も
、
粟
や
大
麦
に
関
す
る
も
の

は
、「
一
、
米
麦
優
良
品
種
の
普
及
及
種
子
更
新
に
関
す
る
件
」「
二
、
米
、
麦
、
大
豆
等
の
刈
取
及
乾
燥
調
製
の
改
良
に
関
す
る
件
」

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
）
40
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
一
二
年
度
以
降
、
米
（
水
稲
）
を
筆
頭
と
し
て
棉
花
、
蚕
業
、
畜
牛
の
四
つ
を
中
心
に
一
九
一
〇
年
代
の

農
業
政
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
粟
や
大
麦
を
含
む
畑
作
物
の
改
良
政
策
は
、
そ
の
陰
に
隠
れ
る
形
で
消
極
的
に
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
米
（
水
稲
）
と
同
様
に
、
勧
業
模
範
場
お
よ
び
道
種
苗
場
に
お
け
る
実
験
結
果
と
各
道
に
お

け
る
過
去
の
勧
奨
実
績
に
基
づ
い
て
一
九
一
二
年
度
以
降
、
優
良
と
認
め
た
品
種
を
各
道
の
奨
励
品
種
に
指
定
し
、
そ
れ
ら
の
種
子

の
生
産
お
よ
び
配
付
、
種
子
の
交
換
お
よ
び
更
新
、
選
種
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
耕
作
法
の
改
良
、
施
肥
の
増

加
、
病
虫
害
の
防
除
な
ど
を
奨
励
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
）
41
（

。

　〔
表
５
〕
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
時
点
で
の
粟
と
大
麦
の
奨
励
品
種
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
粟
は
黄
海
道
、
平
安
北
道
、

咸
鏡
南
道
な
ど
朝
鮮
北
部
を
中
心
に
、
大
麦
は
忠
清
南
道
、
全
羅
南
北
道
、
慶
尚
南
道
な
ど
朝
鮮
南
部
を
中
心
に
奨
励
品
種
の
指
定

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
粟
に
関
し
て
み
る
と
、
黄
海
道
で
は
道
内
一
円
で
朝
鮮
の
在
来
品
種
が
奨
励
さ
れ
た
。
普
及
方
法
と
し
て
は
、「
大
小
豆
ト
同
シ

ク
其
ノ
地
方
ニ
於
ケ
ル
優
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
奨
励
品
種
ト
定
メ
種
子
ハ
選
穂
ニ
ヨ
リ
品
種
ノ
混
同
ヲ
防
止
シ
採
種
セ
シ
ム
施
肥
ノ
増
加

ヲ
図
リ
夜
盗
蟲
ノ
駆
除
白
髪
病
被
害
茎
ノ
抜
取
焼
棄
ヲ
励
行
セ
シ
ム
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
）
42
（

。
加
え
て
、
平
安
北
道
で
は
、「
従
来

試
験
ノ
結
果
内
地
種
中
ニ
優
良
ノ
モ
ノ
ヲ
発
見
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
因
テ
在
来
穂
中
良
好
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
選
穂
シ
之
レ
カ
普
及
ヲ
計
リ
ツ
ツ
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ア
リ
」
と
し
て
、
在
来
品
種
の
「
博
川
（
石
粟
）」「
楚
山
（
早

生
粟
）」「
慈
城
（
コ
ン
ヌ
ラ
テ
ン
）」「
平
南
（
ツ
ク
ニ
ン
テ
ラ
）
」

の
奨
励
が
図
ら
れ
て
い
る
）
43
（

。

　
次
に
、
大
麦
に
関
し
て
、
全
羅
北
道
で
は
、
道
内
一
円
で
二

毛
作
に
適
し
た
品
種
と
し
て
「
坊
主
」「
備
前
早
生
」「
三
徳
」
を
、

道
内
の
平
野
部
中
部
で
ビ
ー
ル
原
料
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ

ン
」
を
奨
励
し
て
い
る
）
44
（

。
奨
励
品
種
の
育
成
・
普
及
方
法
に
つ

い
て
は
、
小
麦
・
裸
麦
と
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。大

、
小
、
裸
麦
優
良
品
種
ノ
普
及
ニ
対
シ
テ
ハ
未
タ
統マ
マ

系

的
ニ
施
設
セ
ル
処
ナ
キ
モ
大
小
、
裸
麦
各
三
反
歩
内
外
ノ

採
種
田
ヲ
道
種
苗
場
ニ
設
ケ
之
ヨ
リ
採
種
シ
タ
ル
種
子
ヲ

郡
ニ
配
付
ス
郡
ハ
水
稲
ニ
準
シ
テ
採
種
田
ヲ
設
置
シ
篤
農

家
ヲ
シ
テ
耕
作
セ
シ
メ
其
収
穫
ハ
現
物
交
換
其
他
便
宜
ノ

方
法
ニ
依
リ
テ
一
般
個
人
ニ
配
付
シ
以
テ
之
カ
普
及
ニ
図

ラ
シ
ム
）
45
（

さ
ら
に
、
忠
清
南
道
で
は
、
道
内
各
郡
で
「
ト
ン
ボ
リ
」
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、「
本
品
種
ハ
在
来
種

ナ
ル
モ
優
良
ニ
シ
テ
且
豊
産
ナ
ル
ヲ
以
テ
選
穂
シ
益
々
其
良
性
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〔表５〕　粟・大麦奨励品種（1915年）

粟 大　　麦

咸鏡北道 ― ―

咸鏡南道 ウチユンタリー ―

平安北道 博川（石粟）、楚川（早生粟）
慈城（コンヌラテン）
平南（ツクイニンテラ）

―

平安南道 ― 六角シユバリエー

黄海道 在来種 ―

江原道 ― ―

京畿道 ― マンムート

忠清北道 ― マンムート、僧麦

忠清南道 ― トンボリ

全羅北道 ― 坊主、備前早生、三徳
ゴールデンメロン

全羅南道 むこだまし、なかめ 倍取、坊主、三重
ゴールデンメロン

慶尚北道 ― ―

慶尚南道 ― 半芒、ケープ

（出典）『大正４年11月 農業技術官会同諮問事項答申書』（朝鮮総督府、1915年）１～29頁より作成。
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ヲ
助
成
ス
ヘ
ク
栽
培
シ
ツ
ツ
ア
リ
其
本
年
度
ニ
於
ケ
ル
作
付
反
別
ハ
見
込
約
九
千
五
百
町
歩
ナ
リ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
）
46
（

。
こ
の
よ

う
に
粟
や
大
麦
で
は
、
日
本
・
欧
米
由
来
の
品
種
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
の
在
来
品
種
も
多
く
奨
励
品
種
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

（
３
）
日
本
人
農
学
者
の
朝
鮮
畑
作
認
識
―
―
大
麦
を
中
心
に

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
日
本
人
農
学
者
は
、
朝
鮮
の
畑
作
物
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
内
地
の
「
明
治
農
法
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
南
部
を
中
心
に
米
（
水
稲
）
の
改
良
増
殖
を
推
進
す
る
こ
と
に
関
心
が
集
中

し
て
い
た
当
時
に
お
い
て
、
併
合
間
も
な
い
時
期
か
ら
麦
類
、
雑
穀
な
ど
朝
鮮
の
畑
作
物
に
注
目
し
て
い
た
農
学
者
は
極
め
て
少
な

い
。
そ
の
中
で
勧
業
模
範
場
技
師
の
武
田
総
七
郎
は
、
当
初
か
ら
朝
鮮
の
畑
作
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
た
稀
有
な
人
物
で
あ

る
。
武
田
総
七
郎
は
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
勧
業
模
範
場
種
芸
第
三
部
長
に
就
任
し
た
農
学
者
で
あ
り
、
〇
五
年
（
明
治

三
八
）
に
着
任
し
た
農
事
試
験
場
畿
内
支
場
で
、
安
藤
広
太
郎
の
指
導
下
で
麦
の
品
種
改
良
を
担
当
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
）
47
（

。

武
田
は
、
渡
鮮
後
早
々
に
発
表
し
た
論
説
「
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
麦
ノ
品
種
改
良
ニ
就
テ
」
の
冒
頭
で
、「
麦
ハ
米
ニ
次
キ
テ
重
要
ナ
ル

農
産
物
ナ
リ
従
テ
之
カ
改
良
増
殖
ハ
農
業
経
済
上
忽
諸
ニ
附
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
今
ヤ
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
米
作
改
良
ハ
大
ニ
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ

ア
リ
故
ニ
今
後
新
ニ
力
ヲ
麦
作
改
良
ニ
加
フ
ヘ
キ
ハ
自
然
ノ
歩
武
ナ
リ
ト
ス
）
48
（

」
と
麦
類
の
改
良
の
重
要
性
を
力
を
込
め
て
主
張
す
る
。

論
説
で
は
、
ま
ず
前
半
部
分
で
製
粉
原
料
と
し
て
日
本
内
地
へ
の
移
出
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
小
麦
か
ら
始
め
、
後
半
部
分
で
大
麦

と
ご
く
短
く
裸
麦
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
武
田
は
大
麦
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
産
大
麦
ハ
内
地
ト
ノ
需
給
関
係
ニ
於
テ
直
接
ナ
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
其
消
長
ノ
間
接
ニ
経
済
界
ニ
及
ホ
ス
関
係
ハ
小
麦
ヨ
リ
モ
一
層
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ
蓋
シ
朝
鮮
在
来
種
ハ
其

粒
形
ヨ
リ
判
断
ス
レ
ハ
四
条
種
ニ
属
ス
ル
最
劣
等
ノ
品
種
ニ
シ
テ
其
長
所
ト
シ
テ
ハ
只
寒
気
ニ
耐
ユ
ル
ノ
性
ア
ル
ノ
ミ
其
他
ハ
殆
ン

ト
言
フ
ニ
足
ラ
ス
）
49
（

」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
が
、
武
田
の
詳
細
な
分
析
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
で
広
く
見
ら
れ
る
四
条
種
の
大
麦
（
四
条
オ
オ
ム
ギ
）
は
、
粒
が
極
め
て
瘠
細
で
、
精
白
時
に
破
砕
す
る
こ
と
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が
多
く
、
外
皮
も
厚
い
劣
等
な
品
種
で
あ
り
、
精
白
歩
合
も
四
割
前
後
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
内
地
産
の
六
条
種
（
六
条
オ

オ
ム
ギ
）
の
精
白
歩
合
は
六
割
に
達
し
て
い
る
。
朝
鮮
に
お
け
る
大
麦
の
生
産
額
は
約
二
七
〇
万
石
だ
が
、
四
条
種
を
六
条
種
に
す

る
だ
け
で
精
白
麦
は
五
四
万
石
増
加
す
る
。
さ
ら
に
日
本
内
地
産
六
条
種
は
、
朝
鮮
在
来
の
四
条
種
よ
り
も
収
量
が
多
い
た
め
、
仮

に
二
割
の
増
収
と
考
え
れ
ば
、
最
終
的
に
精
白
麦
は
八
六
万
石
余
り
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
試
算
す
る
。
そ
し
て
、
大
麦
は
米
よ

り
も
価
格
が
は
る
か
に
安
く
、
そ
の
一
方
で
滋
養
分
は
米
に
劣
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
大
麦
の
改
良
や
栽
培
面
積
の
拡
張
を
行
え
ば
、

そ
の
分
米
を
移
出
す
る
余
裕
を
生
じ
さ
せ
、
日
本
内
地
の
米
不
足
を
補
う
こ
と
も
決
し
て
難
し
く
な
い
と
考
察
す
る
の
で
あ
る
）
50
（

。

　
さ
て
、
朝
鮮
で
は
、
保
護
国
期
か
ら
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
の
栽
培
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
武
田
総
七
郎
は
ビ
ー
ル
醸
造
用
の
二

条
種
（
二
条
オ
オ
ム
ギ
）
は
一
般
の
食
料
用
と
は
多
少
異
な
る
品
質
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
具
体
的
に

は
、
醸
造
用
に
適
し
た
品
質
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、「
朝
鮮
ニ
於
テ
ハ
南
部
気
候
ノ
温
和
ナ
ル
処
ニ
シ
テ
土
質
壌
土
乃
至
軟
砂
土

ニ
属
ス
ル
土
地
ヲ
選
ミ
テ
之
ヲ
栽
培
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
若
シ
旱
害
ヲ
受
ク
ル
ノ
患
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
防
ク
ノ
処
措
ヲ
行
フ
ノ

必
要
」
が
あ
り
、
品
種
の
選
択
に
つ
い
て
も
日
本
内
地
で
は
成
熟
期
に
降
雨
の
被
害
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
朝
鮮
で
は
雨
期
に
当

た
ら
な
い
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
逆
に
「
過
度
ノ
乾
燥
ハ
却
ツ
テ
不
良
ノ
結
果
ヲ
来
ス
カ
故
ニ
栽
培
法
ヲ
改
善
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

毎
年
安
全
ニ
良
質
ノ
モ
ノ
ヲ
産
ス
ル
コ
ト
困
難
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
51
（

。

ち
な
み
に
、
武
田
総
七
郎
は
、
ほ
ど
な
く
し
て
「
麦
酒
麦
の
栽
培
に
就
て
」
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
朝

鮮
に
於
て
二
条
大
麦
を
栽
培
し
て
能
く
麦
酒
醸
造
の
原
料
た
る
に
適
す
べ
き
良
質
の
麦
を
産
し
得
る
や
否
や
は
尚
疑
問
に
属
す
）
52
（

」
と

の
言
葉
か
ら
始
め
る
な
ど
、
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
栽
培
の
可
能
性
を
疑
問
視
す
る
態
度
を
一
段
と
明
確
に
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
武
田
は
、
ビ
ー
ル
醸
造
を
目
的
と
す
る
二
条
オ
オ
ム
ギ
は
、
品
質
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
、
六
条
オ
オ
ム
ギ
な

ど
と
異
な
り
工
芸
作
物
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
栽
培
に
当
た
っ
て
は
、「
一
　
品
質
佳
良
に
し
て
麦
酒
醸
造
の
原
料
た
る
に

適
す
る
こ
と
」「
一
　
同
一
品
質
の
も
の
を
成
る
へ
く
多
量
に
産
出
す
る
こ
と
」「
一
　
毎
年
略
同
一
品
質
の
も
の
を
違
算
な
く
供
給
す

る
こ
と
」
の
三
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
ビ
ー
ル
会
社
が
朝
鮮
の
大
麦
を
購
入
・
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
と
鋭
く
分
析
す
る
）
53
（

。
そ

の
上
で
次
の
よ
う
な
結
論
を
ま
と
め
て
い
る
。
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既
に
工
芸
作
物
た
る
以
上
は
其
土
壌
気
候
を
選
ふ
の
甚
し
き
は
至
当
の
こ
と
に
し
て
、
普
通
用
大
麦
が
殆
ん
ど
土
地
気
候
の
如

何
を
問
は
す
之
を
栽
培
し
得
ら
れ
さ
る
に
非
さ
る
と
異
り
麦
酒
麦
に
至
り
て
は
大
麦
の
産
す
る
処
常
に
必
す
し
も
之
を
産
す
る

も
の
に
非
す
、
此
点
に
関
し
て
注
意
す
る
に
非
さ
れ
は
決
し
て
好
結
果
を
収
む
る
こ
と
能
は
さ
る
な
り
、
故
に
其
栽
培
区
域
は

自
ら
制
限
せ
ら
れ
朝
鮮
に
於
て
は
南
部
温
暖
地
方
に
於
て
の
み
能
く
之
に
適
す
へ
し
、
而
か
も
亦
南
部
地
方
悉
く
之
か
栽
培
に

適
せ
り
と
い
ふ
に
非
す
し
て
土
地
の
選
択
其
宜
し
き
を
得
て
始
め
て
好
結
果
を
収
め
得
へ
き
も
の
と
す
）
54
（

こ
の
よ
う
に
武
田
は
、
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
が
栽
培
可
能
な
地
域
は
朝
鮮
南
部
の
一
部
に
限
定
さ
れ
、
ビ
ー
ル
会
社
が
要
求
す
る

品
質
と
供
給
量
を
朝
鮮
で
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
悲
観
的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
に
つ
い
て
は
、『
朝
鮮
の
農
業
』
大
正
一
〇
年
版
に
次
の
よ
う
に
短
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
　
内
地
に
於
け
る
麦
酒
醸
造
用
原
料
た
る
大
麦
は
年
々
約
七
八
万
石
に
達
す
る
も
殆
ど
全
部
外
国

産
に
仰
き
来
れ
り
。
然
る
に
南
鮮
地
方
に
於
て
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
」
の
試
作
を
行
ひ
之
を
醸
造
用
に
供
し
た
る
結
果
大

体
に
於
て
外
国
品
に
対
抗
し
難
き
を
認
め
た
る
も
尚
欧
州
大
戦
当
時
の
難
渋
に
鑑
み
慶
尚
南
北
道
の
適
地
を
選
定
し
将
来
に

備
ふ
る
為
帝
国
麦
酒
株
式
会
社
と
特
約
の
下
に
之
が
栽
培
を
奨
励
せ
り
然
れ
共
未
だ
的
確
な
る
結
論
を
得
す
）
55
（

。

二
条
オ
オ
ム
ギ
に
絞
っ
た
植
民
地
期
の
資
料
が
皆
無
な
た
め
、
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
鮮
で
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
の
栽
培

は
結
局
低
調
な
ま
ま
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
武
田
総
七
郎
が
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
前
半
と
い
う
植
民
地
支
配
の
初
期
の
段
階
か
ら
、
日
本
内
地
と

朝
鮮
の
気
候
風
土
の
違
い
を
い
ち
早
く
指
摘
し
、
朝
鮮
で
育
ま
れ
た
在
来
農
法
を
尊
重
・
重
視
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
武
田
は
、
湿
潤
地
で
あ
る
日
本
内
地
に
対
し
て
、
朝
鮮
南
部
は
七
・
八
・
九
月
に
雨
量
が
集
中
し
麦
作
期
は
常
に
乾
燥
す
る
い
わ

ゆ
る
半
乾
燥
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ー
ル
醸
造
用
大
麦
の
栽
培
法
は
日
本
内
地
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
て
実
施
し
て
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い
る
と
厳
し
く
批
判
す
る
）
56
（

。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

朝
鮮
畑
作
に
は
朝
鮮
畑
作
に
適
す
る
耕
作
法
を
採
ら
ざ
る
可
ら
ず
、
余
の
見
る
処
に
よ
れ
ば
鮮
人
の
行
ふ
処
の
畑
地
耕
作
法
は

其
耕
起
、
下
種
、
中
耕
に
於
て
頗
る
内
地
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
あ
る
が
如
し
、
而
し
て
此
等
方
法
は
朝
鮮
の
気
候
よ
り
論
ず

れ
ば
頗
る
合
理
的
方
法
な
る
が
如
し
）
57
（

　

つ
ま
り
、
武
田
は
、
在
来
の
朝
鮮
の
畑
作
法
は
、
朝
鮮
の
気
候
風
土
に
照
ら
し
て
非
常
に
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
断
言
す
る
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
朝
鮮
の
在
来
農
法
に
は
粗
雑
な
面
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
完
全
を
期
す
れ
ば
、
朝
鮮
南
部
で
品
質

佳
良
な
二
条
オ
オ
ム
ギ
を
生
産
す
る
こ
と
も
困
難
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
武
田
は
農
業
技
術
面
か
ら
も
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
深
耕
は
日
本
内
地
で
は
地
中
の
養
分
を
多

量
に
利
用
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
朝
鮮
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
朝
鮮
で
は
地
中
に
水
分
を
蓄
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、「
目
下

朝
鮮
畑
作
物
の
生
育
を
左
右
す
る
は
肥
料
養
分
に
あ
ら
す
し
て
寧
ろ
水
分
の
多
少
に
関
係
す
る
の
状
態
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
朝

鮮
で
表
土
を
撹
拌
し
て
粗
く
ゆ
る
め
る
の
は
、
毛
細
管
現
象
に
よ
っ
て
地
中
の
水
分
が
蒸
発
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
り
、「
朝

鮮
に
於
て
は
単
に
理
論
た
る
に
止
ま
ら
す
し
て
極
め
て
適
切
必
要
な
る
土
壌
の
処
理
法
な
り
と
信
す
る
な
り
」
と
賞
し
て
い
る
）
58
（

。

　
併
合
当
初
か
ら
朝
鮮
総
督
府
の
農
業
政
策
が
、
米
（
水
稲
）
の
改
良
増
殖
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、「
明
治
農
法
」
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
の
近
代
農
学
を
植
民
地
朝
鮮
に
移
植
・
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
大
勢
と
な
り
、
朝
鮮
の
在
来
農
法
に
着
目
す
る
農
学

者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
植
民
地
農
政
で
軽
視
さ
れ
た
麦
類
な
ど
畑
作
物
を
専
門
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
武

田
総
七
郎
は
、
畑
作
優
位
地
帯
の
朝
鮮
半
島
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
在
来
農
法
の
合
理
性
や
優
秀
性
を
誰
よ
り
も
早
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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四
　
畑
作
改
良
政
策
の
始
ま
り
―
―
一
九
二
〇
年
代
前
半

（
１
）
西
鮮
支
場
の
開
設
と
食
糧
作
物
の
栽
培
奨
励

　
勧
業
模
範
場
技
師
の
鏡
保
之
助
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
農
業
政
策
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

近
時
朝
鮮
の
農
事
が
著
し
く
進
歩
せ
る
は
、
何
人
も
之
を
否
定
す
る
能
は
ず
と
雖
、
其
の
進
歩
の
顕
著
な
る
も
の
の
多
く
は
、

作
の
方
面
に
属
し
、
殊
に
其
の
顕
著
な
る
は
南
鮮
の
夫
れ
な
り
と
す
。
田
作
に
於
け
る
進
歩
の
程
度
は
、

作
に
及
ば
ざ
る

こ
と
遙
か
に
遠
く
、
而
か
も
西
鮮
に
於
け
る
其
の
発
達
は
、
南
鮮
に
於
け
る
も
の
に
劣
る
こ
と
頗
る
大
な
り
）
59
（

。

こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
〇
年
代
を
通
じ
て
植
民
地
朝
鮮
で
は
、
全
羅
道
・
慶
尚
道
な
ど
朝
鮮
南
部
に
お
け
る
米
（
水

稲
）
の
改
良
増
殖
に
偏
重
し
て
農
業
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
の
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
で
各
道
の
農
産
物
が
展
示
さ
れ
そ
の
優
劣
が
比
較

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
農
業
開
発
の
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
よ
う
や
く
植

民
地
朝
鮮
で
畑
作
の
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
一
七
年
頃
に
は
、
畑
作
に
関
す
る
組
織
的
試
験
調
査
機
関
の
設
置
の
必
要

性
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
勧
業
模
範
場
は
、
一
九
一
九
年
に
朝
鮮
の
畑
作
地
帯
の
中
心
地
で
あ
る
黄
海
道
沙
里
院
に
設
置
場
所
を
決
定
し
て
畑

作
の
試
験
事
業
に
着
手
し
、
設
備
の
完
成
を
待
っ
て
翌
二
〇
年
三
月
二
七
日
に
朝
鮮
総
督
府
西
鮮
支
場
が
開
設
さ
れ
た
。
初
代
の
西

鮮
支
場
長
に
就
任
し
た
の
は
、
武
田
総
七
郎
で
あ
る
）
60
（

。

　
こ
の
時
期
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
三
・
一
独
立
運
動
後
着
任
し
た
斎
藤
実
総
督
の
下
、
朝
鮮
内
の
治
安
維
持
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
の
産

業
開
発
に
も
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
が
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
着
手
さ
れ
る
「
産
米
増
殖
計
画
」
で
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あ
る
。「
産
米
増
殖
計
画
」
の
「
第
一
期
計
画
」
で
は
、
一
五
箇
年
で
土
地
改
良
事
業
、
施
肥
増
加
、
耕
種
法
改
良
を
行
う
こ
と
で

九
〇
〇
万
石
を
増
産
し
、
四
六
〇
万
石
を
輸
移
出
す
る
目
標
で
あ
っ
た
。

「
産
米
増
殖
計
画
」
開
始
に
よ
り
、
植
民
地
朝
鮮
で
米
の
改
良
増
殖
が
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
れ
と
同
時
に
二
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
「
帝
国
」
全
体
の
食
糧
問
題
の
解
決
と
い
う
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
一
九
二
〇
年
五
月
三
〜
九
日
開
催
の
道
農
業
技
術
官
会
同
に
お
け
る
水
野
錬
太
郎
政
務
総
監
の
訓
示
で
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

鮮
土
ニ
於
ケ
ル
農
民
ノ
数
ハ
総
人
口
ノ
約
八
割
ヲ
占
ム
ル
ヲ
以
テ
農
事
ノ
改
善
ハ
朝
鮮
ノ
開
発
上
最
重
キ
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
明
瞭
ナ

ル
事
理
ナ
リ
ト
雖
更
ニ
進
ム
テ
帝
国
ノ
産
業
発
展
上
重
要
ナ
ル
価
値
ヲ
有
ス
ル
ヲ
看
過
ス
ヘ
カ
ラ
ス
蓋
シ
欧
州
戦
争
ノ
結
果
各
国

共
ニ
経
済
上
ノ
問
題
就
中
食
糧
ニ
関
ス
ル
問
題
ニ
就
キ
苦
心
シ
我
帝
国
ニ
於
テ
モ
已
ニ
早
ク
ヨ
リ
此
ノ
問
題
ニ
就
キ
官
民
共
ニ
考

慮
研
究
ヲ
怠
ラ
サ
ル
ニ
際
シ
内
地
ノ
産
業
状
態
ヲ
見
ル
ニ
内
地
ノ
ミ
ノ
生
産
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
此
ノ
問
題
ヲ
解
決
ス
ル
コ
ト
到
底
不

可
能
ニ
シ
テ
結
局
在
外
領
土
ニ
於
ケ
ル
産
業
上
ノ
発
展
ニ
待
タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
朝
鮮
ノ
如
キ
ハ
実
ニ
此
ノ
点
ニ
於
テ
母
国

ノ
経
済
ヲ
援
助
ス
ヘ
キ
恰
好
ノ
地
位
ニ
在
リ
テ
現
ニ
今
日
ニ
於
テ
モ
内
地
ノ
食
糧
ノ
一
部
ヲ
補
給
シ
ツ
ツ
ア
リ
今
後
農
事
上
諸
般

ノ
施
設
ニ
就
キ
更
ニ
改
善
ヲ
加
ヘ
一
層
ノ
努
力
ヲ
為
サ
ハ
産
米
ニ
於
テ
モ
少
ク
モ
五
百
万
石
以
上
ノ
移
出
増
加
ヲ
期
シ
得
ヘ
ク
斯

ノ
如
ク
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
我
帝
国
食
糧
問
題
ニ
関
シ
必
ス
ヤ
一
段
ノ
解
決
ヲ
為
シ
得
ラ
ル
ヘ
シ）
61
（

こ
こ
で
い
う
帝
国
の
食
糧
問
題
の
解
決
が
、
第
一
義
的
に
は
朝
鮮
で
の
米
の
増
産
に
よ
る
日
本
内
地
の
米
不
足
の
解
消
を
意
味
し

て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
中
に
朝
鮮
で
の
米
以
外
の
食
糧
作
物
の
増
産
も
間
接
的
な
が
ら
含
ま

れ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
会
議
で
出
さ
れ
た
指
示
事
項
で
、「
一
　
産
米
ノ
増
殖
ニ
関
ス
ル
件
」
に
次
ぐ

第
二
項
で
以
下
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
明
白
で
あ
る
。
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二
　
麦
及
薯
類
ノ
栽
培
奨
励
ニ
関
ス
ル
件

麦
類
及
甘
藷
、
馬
鈴
薯
ハ
農
家
ノ
食
糧
品
ト
シ
テ
之
カ
栽
培
ヲ
奨
励
シ
タ
ル
結
果
麦
ハ
近
年
頓
ニ
作
付
段
別
ヲ
増
加
シ
殊
ニ

ノ
裏
作
ト
シ
テ
其
ノ
発
達
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
之
ヲ
耕
地
ノ
面
積
ニ
比
ス
ル
ト
キ
ハ
田

共
ニ
栽
培
ヲ
拡
張
シ
得
ヘ

キ
地
域
ノ
鮮
少
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
認
ム
栽
培
方
法
ノ
改
良
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
麦
作
拡
張
ノ
奨
励
ニ
一
層
ノ
意
ヲ
用
フ
ヘ
シ

甘
藷
及
馬
鈴
薯
ノ
栽
培
ニ
付
テ
ハ
未
タ
所
期
ノ
成
績
ヲ
挙
ク
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
ヲ
遺
憾
ト
ス
之
レ
畢
竟
（
一
）
栽
培
地
ノ
選
定

其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
ル
ト
（
二
）
貯
蔵
及
栽
培
法
ノ
指
導
適
切
ナ
ラ
サ
ル
ト
ニ
依
ル
之
ヲ
客
年
ニ
於
ケ
ル
旱
害
ノ
実
験
ニ
徴

ス
ル
モ
農
家
ヲ
シ
テ
薯
類
ノ
栽
培
ヲ
拡
張
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ヲ
感
セ
ス
ム
ハ
ア
ラ
ス
更
ニ
一
段
ノ
考
慮
ヲ
運
ラ
シ
テ
上
述
ノ

欠
陥
ヲ
補
フ
ノ
要
ア
リ
ト
認
ム
）
62
（

　

朝
鮮
人
農
民
の
食
糧
作
物
と
し
て
、
麦
類
お
よ
び
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）・
馬
鈴
薯
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
の
栽
培
奨
励
が
総
督
府
か

ら
公
式
に
指
示
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
特
に
麦
類
で
は
、
米
の
裏
作
と
し
て
主
食
作
物
で
あ
る
大
麦
（
六
条
オ
オ

ム
ギ
）
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

続
い
て
翌
一
九
二
一
年
九
月
一
五
〜
二
〇
日
の
五
日
間
、
総
督
府
庁
舎
内
で
第
一
回
朝
鮮
産
業
調
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
最

終
日
に
提
出
さ
れ
た
答
申
書
で
は
、「
朝
鮮
産
業
ニ
関
ス
ル
計
画
要
項
」
で
農
業
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
答
申
さ
れ
た
。

第
一
　
農
業
ニ
関
ス
ル
件

一
　
朝
鮮
ノ
富
力
ヲ
増
進
シ
帝
国
ノ
糧
食
充
実
ニ
貢
献
ス
ル
為
産
米
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
ル
コ
ト

二
　
糧
食
ヲ
充
実
ス
ル
為
メ
米
以
外
ノ
食
用
作
物
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
ル
コ
ト

三
　
輸
移
出
ニ
適
ス
ル
農
産
物
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
ル
コ
ト

四
　
鮮
内
工
業
ノ
素
地
ヲ
培
養
ス
ル
為
工
業
原
料
ニ
適
ス
ル
農
産
物
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
ル
コ
ト

五
　
農
家
ノ
副
業
ト
シ
テ
蚕
業
ノ
奨
励
普
及
ヲ
図
ル
コ
ト
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六
　
農
業
労
力
ヲ
充
足
シ
且
食
肉
ノ
充
実
ニ
資
ス
ル
為
牛
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
ル
コ
ト

七
　
朝
鮮
ニ
適
応
ス
ル
馬
及
緬
羊
ノ
種
類
試
験
ヲ
行
フ
コ
ト

八
　
農
業
ノ
堅
実
ナ
ル
発
達
ヲ
期
ス
ル
為
小
作
慣
行
ヲ
改
善
シ
其
ノ
他
小
農
保
護
ニ
関
ス
ル
施
設
ヲ
為
ス
コ
ト
）
63
（

こ
こ
で
ま
と
め
ら
れ
た
産
業
政
策
の
基
本
方
針
で
も
、
米
の
改
良
増
殖
と
合
わ
せ
て
、
食
糧
の
充
実
を
図
る
た
め
米
以
外
の
食
糧

作
物
の
改
良
増
殖
が
提
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
各
道
の
食
糧
田
作
物
改
良
増
殖
計
画
の
樹
立

一
九
二
〇
年
の
「
産
米
増
殖
計
画
」
開
始
以
降
、
朝
鮮
で
は
米
の
増
産
に
よ
っ
て
日
本
内
地
へ
の
移
出
拡
大
を
図
る
と
同
時
に
、

米
以
外
の
食
糧
作
物
の
栽
培
奨
励
が
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
年
代
前
半
を
通
じ
て
米
の
移
出
量
が
年
々
増
加
す
る
中
で
、
総
督
府
が
次

第
に
警
戒
感
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
満
洲
か
ら
の
粟
の
輸
入
急
増
で
あ
る
。

〔
表
６
―
１
〕〔
図
６
―
２
〕
で
朝
鮮
へ
の
粟
の
輸
移
入
量
の
推
移
を
見
る
と
、
一
九
一
二
〜
一
八
年
は
二
〇
万
石
程
度
で
あ
っ
た

が
、
一
九
年
に
約
九
一
万
六
〇
〇
〇
石
に
急
増
し
、
そ
の
後
は
二
三
年
に
約
一
〇
八
万
七
〇
〇
〇
石
と
一
〇
〇
万
石
を
超
え
、
二
六

年
に
は
二
一
八
万
四
〇
〇
〇
石
余
り
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
輸
移
入
さ
れ
る
粟
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
満
洲
か
ら
の
も

の
で
あ
っ
た
）
64
（

。

こ
の
い
わ
ゆ
る
満
洲
粟
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
代
前
半
か
ら
し
ば
し
ば
報
告
さ
れ
て
い
る
。
早
い
と
こ
ろ
で

は
一
九
一
三
年
の
農
商
工
部
「
粟
に
関
す
る
調
査
」
で
、
米
の
生
産
が
少
な
い
江
原
道
、
咸
鏡
南
北
道
、
平
安
南
北
道
な
ど
で
は
粟
、

黍
、
玉
蜀
黍
、
稗
等
が
朝
鮮
人
の
常
食
で
あ
り
、
粟
は
「
朝
鮮
に
於
け
る
食
料
品
供
給
上
重
要
な
る
農
産
物
」
で
あ
る
と
説
い
た
上
で
、

「
朝
鮮
産
粟
が
殆
ん
ど
全
部
朝
鮮
内
に
於
て
消
費
せ
ら
る
ゝ
の
み
な
ら
ず
更
に
年
々
満
洲
地
方
よ
り
朝
鮮
に
輸
入
せ
ら
る
ゝ
も
の
少

な
か
ら
ず
」
と
現
状
を
報
告
し
て
い
る
）
65
（

。
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〔表６－１〕 粟輸移入量の推移
年 輸移入量

1912 27,966 
1913 287,922 
1914 126,500 
1915 102,629 
1916 10,009 
1917 123,905 
1918 212,677 
1919 915,669 
1920 765,546 
1921 88,237 
1922 751,120 
1923 1,087,491 
1924 1,306,615 
1925 1,687,269 
1926 2,184,776 
1927 2,529,753 
1928 1,973,486 
1929 1,565,167 
1930 1,647,304 
1931 1,118,361 
1932 1,518,267 
1933 1,071,601 
1934 1,423,907 

　　　　　　　　　　　　　  （単位　石）
（出典）『朝鮮に於ける食用田作物』（朝鮮総督府農林局、1936年）128～129頁より作成。

〔図６－２〕粟輸移入量の推移
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植民地朝鮮の畑作改良政策

　
満
洲
粟
輸
入
の
背
景
に
は
、
凶
作
の
影
響
に
加
え
て
、
朝
鮮
農
民
の
慢
性
的
な
食
糧
不
足
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
対
応
と
し
て
次
の

よ
う
な
朝
鮮
人
の
行
動
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

南
鮮
地
方
住
民
は
古
来
よ
り
米
食
に
慣
れ
た
る
を
以
て
代
用
食
物
と
し
て
米
を
選
ふ
傾
向
あ
り
外
国
米
は
主
と
し
て
此
等
地
方

即
ち
忠
清
南
北
道
、
全
羅
南
北
道
、
慶
尚
南
北
道
等
に
於
て
消
費
せ
ら
る
反
之
西
北
及
北
鮮
地
方
に
於
て
は
概
ね
粟
を
以
て
常

食
と
な
し
従
て
粟
は
此
の
地
方
の
農
産
物
と
し
て
主
要
の
地
位
を
占
め
其
の
産
額
亦
尠
か
ら
す
故
に
該
地
方
に
於
て
は
凶
作
の

為
め
粟
不
足
を
告
く
る
場
合
に
は
代
用
食
物
と
し
て
満
洲
粟
を
選
ふ
こ
と
恰
も
南
鮮
地
方
の
外
国
米
に
於
け
る
か
如
し
従
て
満

洲
粟
は
此
の
地
方
即
ち
咸
鏡
南
北
道
、
平
安
南
北
道
、
黄
海
道
、
江
原
道
等
に
於
て
消
費
せ
ら
る
る
も
の
多
し
）
66
（

　

要
す
る
に
、
全
羅
道
・
慶
尚
道
な
ど
朝
鮮
南
部
で
は
、
古
く
か
ら
米
食
に
慣
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
代
用
食
物
」
と
し
て
タ
イ
や

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
外
国
産
米
が
利
用
さ
れ
た
が
、
咸
鏡
道
・
平
安
道
・
黄
海
道
な
ど
朝
鮮
北
部
で
は
粟
を
主
食
作
物
と
し
て

い
た
の
で
、「
代
用
食
物
」
と
し
て
満
洲
粟
を
輸
入
・
消
費
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
併
合
以
降
、
朝
鮮
の
米
価
が
日
本
内
地
の
米
市
場
の
影
響
を
受
け
高
騰
す
る
中
で
、
朝
鮮
に
満
洲
粟
や
外
国
産
米
が
供

給
さ
れ
る
こ
と
で
、
朝
鮮
人
の
間
で
は
高
値
の
朝
鮮
産
米
を
売
っ
て
安
値
の
粟
や
外
国
産
米
を
購
入
し
て
食
糧
を
確
保
す
る
傾
向
が

表
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
朝
鮮
産
米
の
輸
移
出
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
た
）
67
（

。

以
上
の
よ
う
な
一
九
一
〇
年
代
に
見
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
食
糧
確
保
の
た
め
の
行
動
は
、「
産
米
増
殖
計
画
」
の
開
始
に
よ
っ
て
さ

ら
に
助
長
さ
れ
、
二
〇
年
代
前
半
の
満
洲
粟
の
輸
入
量
の
急
増
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
総
督
は
「
産
米
増
殖
計
画
」
と
並
行
し
て
、
各
道
に
対
し
米
以
外
の
食
糧
用
畑
作
物
の
改
良
増
殖
を

指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
六
月
一
二
〜
一
八
日
に
総
督
府
庁
舎
内
で
各
道
農
業
技
術
官
会
同
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、

二
四
年
七
月
に
就
任
し
た
下
岡
忠
治
政
務
総
監
の
下
、「
産
米
増
殖
計
画
」
の
立
て
直
し
が
行
わ
れ
、「
更
新
計
画
」
が
決
定
さ
れ
る
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直
前
の
時
期
に
当
た
る
。

こ
の
節
目
と
も
い
え
る
会
議
に
お
い
て
、
下
岡
政
務
総
監
は
訓
示
の
中
で
、「
産
米
増
殖
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、「
近

時
朝
鮮
米
の
輸
移
出
増
加
に
伴
ひ
粟
、
稗
、
外
米
等
の
食
料
品
の
輸
入
激
増
せ
る
に
鑑
み
る
時
は
米
以
外
の
食
用
作
物
に
就
い
て
も

亦
之
が
改
良
増
殖
を
図
り
以
て
食
糧
の
充
実
を
期
す
る
に
努
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
）
68
（

」
と
帝
国
食
糧
問
題
の
解
決
に
連
動
し
た
朝
鮮
内
の

食
糧
の
充
実
の
た
め
畑
作
物
の
改
良
増
殖
を
推
進
す
る
と
い
う
総
督
府
の
方
針
を
明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
、
続
け
て
池
田
秀
雄
殖
産

局
長
は
訓
示
の
中
で
さ
ら
に
詳
し
く
次
の
よ
う
な
指
示
を
行
っ
て
い
る
。

産
米
改
良
の
結
果
近
時
内
地
に
於
け
る
朝
鮮
米
の
需
要
頓
に
増
加
し
内
地
移
出
量
年
を
逐
ふ
て
増
大
す
る
に
伴
ひ
朝
鮮
に
於
て

は
粟
、
稗
、
外
米
等
食
糧
品
の
輸
入
比
年
著
し
き
増
加
を
示
せ
り
朝
鮮
に
於
け
る
米
以
外
の
主
要
食
糧
作
物
の
改
良
増
殖
に
付

て
は
各
道
に
在
り
て
も
夫
々
必
要
な
る
研
究
を
怠
ら
ず
之
が
増
殖
に
対
す
る
奨
励
を
行
ひ
つ
ゝ
あ
る
を
信
ず
と
雖
之
が
増
殖
の

余
地
は
尚
甚
だ
大
な
り
元
来
朝
鮮
に
於
け
る
此
等
食
料
作
物
の
増
殖
は
独
り
半
島
の
経
済
収
入
を
増
加
し
農
民
生
活
の
基
礎
を

鞏
固
な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
ず
内
地
に
於
け
る
食
糧
充
実
に
資
す
る
所
以
の
も
の
な
る
を
以
て
各
位
は
此
等
作
物
の
増
殖
に
付

て
は
作
付
の
拡
張
種
子
の
改
良
、
肥
培
方
法
の
改
良
等
各
般
の
事
項
に
亘
り
各
地
方
の
実
情
に
照
し
最
も
適
切
な
る
施
設
計
画

を
考
案
し
其
の
指
導
奨
励
に
努
め
以
て
食
糧
充
実
の
目
的
を
達
成
せ
ら
れ
む
こ
と
を
望
む
）
69
（

。

朝
鮮
総
督
府
は
、
一
九
二
〇
年
度
に
畑
作
を
専
門
と
す
る
西
鮮
支
場
を
開
設
し
、
朝
鮮
に
お
け
る
食
糧
農
産
物
の
改
良
増
殖
に
関

し
て
、「
先
以
て
輸
移
出
に
適
す
る
米
、
豆
等
の
改
良
増
殖
に
主
力
を
致
し
、
之
が
販
売
に
よ
り
農
家
経
済
を
利
し
、
延
て
半
島
経

済
の
向
上
を
図
ら
む
こ
と
を
期
し
、
之
が
輸
移
出
に
依
る
鮮
内
食
糧
の
不
足
は
、
麦
、
粟
、
其
の
他
の
雑
穀
、
及
薯
類
等
の
増
殖
に

よ
り
て
補
は
む
」
と
の
基
本
方
針
の
下
、
畑
作
物
の
改
良
増
殖
に
つ
い
て
は
地
方
の
各
道
が
奨
励
を
行
う
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
り
、
米
の
輸
移
出
量
が
四
〇
〇
万
石
余
り
、
豆
類
も
五
〇
万
石
内
外
と
な
る
反
面
、
雑
穀
、

な
か
で
も
粟
の
輸
入
量
が
急
増
し
、
一
九
二
四
年
度
に
は
一
三
〇
万
石
余
り
に
達
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
北
部
な
ど
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「
田
〔
畑
―
筆
者
註
〕
地
の
比
較
的
多
き
地
方
の
幼
稚
な
る
農
業
状
態
」
を
見
る
と
、「
米
の
代
用
食
と
な
る
べ
き
米
以
外
の
食
糧
作

物
の
生
産
状
態
が
極
め
て
貧
弱
」
で
あ
り
、「
増
殖
改
良
の
余
地
甚
だ
多
」
い
と
し
て
、「
田
作
物
の
増
殖
改
良
に
関
し
積
極
的
奨
励

の
方
途
を
講
ず
る
要
緊
切
な
る
も
の
あ
る
」
と
の
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
）
70
（

。

そ
の
結
果
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
ま
で
に
各
道
に
お
い
て
食
糧
田
作
物
増
殖
改
良
に
関
す
る
年
次
計
画
が
樹
立
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
殖
産
局
農
務
課
が
整
理
し
た
道
別
の
年
次
計
画
に
よ
る
奨
励
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
京
畿
道 
（
一
）
小
麦
奨
励
品
種
普
及

　
　
忠
清
北
道 

（
一
）
大
麦
優
良
品
種
普
及 

（
二
）
小
麦
優
良
品
種
普
及

　
　
忠
清
南
道 

（
一
）
大
麦
優
良
品
種
普
及 

（
二
）
小
麦
優
良
品
種
種
子
更
新

　
　
全
羅
北
道 

無
し

　
　
全
羅
南
道 

無
し

　
　
慶
尚
北
道 

（
一
）
大
麦
優
良
品
種
普
及 

（
二
）
小
麦
優
良
品
種
普
及 

（
三
）
大
豆
優
良
品
種
普
及

 

（
四
）
甘
藷
優
良
品
種
普
及 

（
五
）
馬
鈴
薯
優
良
品
種
普
及

　
　
慶
尚
南
道 

無
し

　
　
黄
海
道 

大
豆
改
良

　
　
平
安
南
道 

（
一
）
小
麦
優
良
品
種
普
及 
（
二
）
小
麦
作
付
拡
張 

（
三
）
粟
優
良
品
種
普
及
　

 

（
四
）
大
豆
優
良
品
種
普
及 

（
五
）
馬
鈴
薯
作
付
拡
張 

（
六
）
甘
藷
作
付
拡
張

　
　
平
安
北
道 

（
一
）
陸
稲
模
範
作
圃
設
置 

（
二
）
粟
改
良
模
範
作
圃
設
置 

（
三
）
大
豆
作
付
拡
張
　

 

（
四
）
大
豆
種
子
粒
選 

（
五
）
大
豆
品
種
統
一 

（
六
）
馬
鈴
薯
作
付
拡
張

　
　
江
原
道 

（
一
）
小
麦
奨
励
品
種
普
及 

（
二
）
大
豆
品
種
統
一

　
　
咸
鏡
南
道 

（
一
）
陸
稲
栽
培
拡
張 

（
二
）
小
麦
奨
励
品
種
普
及 

（
三
）
燕
麦
奨
励
品
種
普
及
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（
四
）
大
豆
精
選
機
普
及

　
　
咸
鏡
北
道 

（
一
）
大
豆
優
良
品
種
種
子
更
新 

（
二
）
大
豆
優
良
品
種
普
及
）
71
（

　

年
次
計
画
の
対
象
と
な
っ
た
畑
作
物
は
道
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
南
部
の
全
羅
南
北
道
や
慶
尚
南
道
で
は
計
画
自
体
が
立
案
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
陸
稲
、
大
麦
、
小
麦
、
粟
、
燕
麦
、
大
豆
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
が
対
象
作
物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
粟
と
大
麦
に
つ
い
て
具
体
例
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
慶
尚
北
道
で
の
大
麦
優
良
品
種
普
及
の
内
容
で
あ
る
。
慶
尚
北
道
で
は
、
大
麦
作
付
面
積
約
一
六
万
四
〇
〇
〇
町
歩
の
う
ち

約
二
万
三
〇
〇
〇
町
歩
に
対
し
て
一
九
二
四
〜
二
八
年
の
五
年
間
で
奨
励
品
種
の
「
倍
取
」「
金
六
」「
慶
六
」
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
。
実
施
方
法
は
、
道
種
苗
場
で
原
種
を
育
成
し
、
こ
れ
を
郡
農
会
事
業
で
経
営
す
る
第
一
次
採
種
田
（
郡
採
種
田
）
で

増
殖
し
、
そ
の
種
子
を
面
が
篤
農
家
に
委
託
経
営
さ
せ
て
い
る
第
二
次
採
種
田
で
さ
ら
に
増
殖
し
て
、
一
般
農
家
に
交
換
配
付
す
る

も
の
で
あ
っ
た
）
72
（

。

次
に
、
平
安
北
道
の
粟
改
良
模
範
作
圃
設
置
の
事
業
で
あ
る
。
平
安
北
道
で
は
、
粟
作
付
面
積
は
畑
面
積
の
三
割
五
分
に
当
た

る
一
一
万
三
三
八
町
歩
で
あ
っ
た
。
粟
は
農
家
の
主
要
食
糧
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
が
、
生
産
状
態
が
極
め
て
貧
弱

で
あ
っ
た
た
め
、
耕
種
法
改
良
の
た
め
に
模
範
作
圃
を
設
置
し
、「
実
物
教
育
的
」
に
指
導
し
て
粟
の
改
良
増
殖
を
図
ろ
う
と
し
た
。

模
範
作
圃
は
「
交
通
便
利
に
し
て
衆
目
に
触
れ
易
き
適
当
な
る
場
所
」
を
選
ん
で
設
置
す
る
と
と
も
に
、
耕
作
者
に
対
し
て
は
、
栽

培
す
べ
き
種
子
を
無
償
給
与
し
て
耕
種
方
法
を
指
定
し
、
地
方
費
よ
り
耕
作
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
度
よ

り
着
手
し
て
翌
二
五
年
度
に
は
道
全
体
で
一
九
郡
を
通
じ
て
一
三
三 
箇
所
、
二
六
・
六
町
歩
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
）
73
（

。

　
一
九
二
五
年
頃
に
地
方
の
道
ご
と
に
樹
立
さ
れ
た
食
糧
田
作
物
改
良
増
殖
の
年
次
計
画
は
、
道
地
方
費
に
よ
る
事
業
で
あ
っ
た
。

総
督
府
が
畑
作
物
の
改
良
増
殖
に
直
接
乗
り
出
す
の
は
一
九
二
九
年
度
（
昭
和
四
）
以
降
の
こ
と
に
な
る
が
、
総
督
府
の
積
極
方
針

へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
畑
作
改
良
政
策
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
朝
鮮
半
島
は
、
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
南
部
の
稲
作
地
帯
か
ら
北
部
の
畑
作
地
帯
へ
と
複
雑
に

変
化
し
な
が
ら
多
様
性
に
富
ん
だ
農
業
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
が
、
半
島
全
体
で
見
れ
ば
畑
作
優
位
地
帯
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

朝
鮮
半
島
で
は
、
主
食
作
物
と
し
て
米
（
水
稲
）
だ
け
で
な
く
、
麦
類
や
雑
穀
が
伝
統
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
粟

と
大
麦
は
米
と
並
ぶ
主
食
作
物
で
あ
り
、
植
民
地
期
の
作
付
分
布
な
ど
か
ら
見
て
、
黄
海
道
・
平
安
南
北
道
な
ど
朝
鮮
北
部
で
は
粟

が
、
慶
尚
南
北
道
・
全
羅
南
道
な
ど
朝
鮮
南
部
で
は
大
麦
が
、
そ
の
地
域
を
代
表
す
る
主
要
な
食
糧
作
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

日
露
戦
争
終
結
後
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
に
韓
国
（
大
韓
帝
国
）
を
保
護
国
化
す
る
と
、
統
監
府
は
勧
業
模
範
場
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
韓
国
政
府
農
商
工
部
を
指
導
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
最
初
期
の
農
政
に
取
り
か
か
っ
た
。
保
護
国
期
の
農
政
は
十
分

に
方
針
が
定
ま
ら
な
い
中
で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
最
も
重
要
な
農
産
物
で
あ
る
米
に
は
劣
る
も
の
の
、
麦
の
改
良
に
も

着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
朝
鮮
人
の
主
食
作
物
で
あ
る
六
条
オ
オ
ム
ギ
で
は
な
く
、
ビ
ー
ル
醸
造
原
料
と
し
て

商
品
価
値
が
あ
る
二
条
オ
オ
ム
ギ
が
対
象
で
あ
っ
た
。

併
合
後
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
一
九
一
二
年
度
か
ら
農
業
政
策
を
本
格
的
に
開
始
す
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
米
、
棉
花
、

養
蚕
、
朝
鮮
牛
の
四
つ
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
朝
鮮
人
の
食
糧
作
物
で
あ
る
が
商
品
価
値
の
低
い
粟
や
大
麦
な
ど
の
畑
作
物
は
、
植

民
地
農
政
で
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
の
畑
作
改
良
政
策
は
、
勧
業
模
範
場
・
道
種
苗

場
な
ど
で
の
実
験
研
究
、
品
種
の
選
定
、
種
子
の
育
成
・
配
付
や
耕
種
法
の
改
良
な
ど
近
代
農
学
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
米
の
改
良

増
殖
の
陰
に
隠
れ
た
消
極
的
な
指
導
奨
励
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
中
で
、
勧
業
模
範
場
技
師
の
武
田
総
七
郎
は
、
畑
作
優
位
地
帯
で
あ
る
朝
鮮
半
島
で
育
ま
れ
た
在
来
農
法
の
合
理
性

に
い
ち
早
く
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
武
田
総
七
郎
は
、
麦
類
の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
稲
作
を
中
核
と
す
る
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日
本
の
近
代
農
学
を
や
み
く
も
朝
鮮
に
適
用
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
冷
静
か
つ
科
学
的
な
視
点
で
朝
鮮
独
特
の
畑
作
技
術
を
評
価
し

た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
に
入
り
、
植
民
地
朝
鮮
の
農
業
政
策
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
日
本
「
帝
国
」
の
食
糧
問
題
の
解
決
を
目
指
し

て
二
〇
年
（
大
正
九
）
か
ら
「
産
米
増
殖
計
画
」
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
総
督
府
は
、
植
民
地
朝
鮮
で
の
米
の
増
産
に
よ
る
日

本
内
地
の
米
不
足
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
初
め
て
米
以
外
の
食
糧
作
物
の
増
産
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二
〇
年
度

に
は
畑
作
の
試
験
研
究
を
専
門
と
す
る
勧
業
模
範
場
西
鮮
支
場
が
黄
海
道
沙
里
院
に
開
設
さ
れ
た
。
二
〇
年
代
前
半
の
時
期
、
日
本

へ
の
米
の
移
出
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
満
洲
粟
の
輸
入
が
年
々
急
増
す
る
事
態
を
受
け
、
朝
鮮
総
督
府
は
一
九
二
五
年
に
粟
や
大
麦
な

ど
畑
作
物
の
改
良
増
殖
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
針
へ
と
転
換
す
る
。
こ
の
方
針
に
と
も
な
っ
て
地
方
の
各
道
で
は
、
食
糧
田
作
物

増
殖
改
良
に
関
す
る
年
次
計
画
が
樹
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
畑
作
改
良
政
策
の
始
ま
り

を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
実
施
さ
れ
た
食
糧
田
作
物
改
良
増
殖
の
年
次
計
画
は
、
す
べ
て
道
地
方
費
に
よ
る
事
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
朝
鮮
総
督
府
は
一
九
二
九
年
度
（
昭
和
四
）
か
ら
西
北
鮮
六
道
を
皮
切
り
に
直
接
補
助
金
を
支
出
し
て
畑
作
の
改
良
増
殖

に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
政
策
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
）　
朝
鮮
総
督
府
勧
業
模
範
場
（
後
の
農
事
試
験
場
）
西
鮮
支
場
の
初
代
場
長
を
務
め
た
武
田
総
七
郎
は
、
朝
鮮
半
島
の
気
候
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
は
半

島
で
あ
つ
て
、
東
、
西
、
南
に
海
を
受
け
、
北
は
大
陸
に
接
壌
し
て
居
り
、
其
の
広
褒
が
南
北
に
長
い
か
ら
、
気
候
は
海
洋
と
大
陸
と
の
影
響
を
受
け
、

又
南
、
北
緯
度
の
差
が
多
く
て
、
地
積
が
狭
い
に
拘
ら
ず
、
気
候
の
種
類
が
甚
だ
多
」
い
と
記
述
し
て
い
る
（
武
田
総
七
郎
『
実
験
麦
作
新
説
』
明
文

堂
、
一
九
二
九
年
、
三
七
七
頁
）。

（
２
）　『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
昭
和
七
年
版
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
四
年
）
九
七
頁
。
な
お
、
日
本
で
は
漢
字
の
「
田
」
は
水
田
を
意
味
す
る
が
、

朝
鮮
で
は
畑
の
意
味
と
な
る
。
朝
鮮
で
水
田
を
指
す
場
合
は
、「

」
と
い
う
漢
字
を
用
い
る
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
日
本
語
の
用
法
に
従
う
が
、
資
料

や
記
述
に
よ
っ
て
は
朝
鮮
語
の
漢
字
・
用
法
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

（
３
）　
落
合
雪
野
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
雑
穀
の
民
族
植
物
誌
」（
朝
倉
敏
夫
編
『
「
も
の
」
か
ら
見
た
朝
鮮
民
俗
文
化
』
新
幹
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
な
お
、
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本
稿
で
は
作
物
名
は
漢
字
表
記
を
基
本
と
す
る
が
、
学
術
名
称
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
原
則
を
踏
ま
え
て
、
一
部
で
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
使
用
す
る
場
合
が

あ
る
。

（
４
）　「
産
米
増
殖
計
画
」
な
ど
米
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
河
合
和
男
『
朝
鮮
に
お
け
る
産
米
増
殖
計
画
』（
未

來
社
、
一
九
八
六
年
）、
飯
沼
二
郎
『
朝
鮮
総
督
府
の
米
穀
検
査
制
度
』（
未
來
社
、
一
九
九
三
年
）、
藤
原
辰
史
『
稲
の
大
東
亜
共
栄
圏
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）、
李
熒
娘
『
植
民
地
朝
鮮
の
米
と
日
本
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）。

（
５
）　
木
村
茂
光
『
ハ
タ
ケ
と
日
本
人
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
）
お
よ
び
木
村
茂
光
編
『
雑
穀
―
畑
作
農
耕
論
の
地
平
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
６
）　
高
橋
昇
著
、
飯
沼
二
郎
・
高
橋
甲
四
郎
・
宮
嶋
博
史
編
集
『
朝
鮮
半
島
の
農
法
と
農
民
』（
未
來
社
、
一
九
九
八
年
）、
徳
永
光
俊
・
高
光
敏
・
高
橋

甲
四
郎
編
『
写
真
で
み
る
朝
鮮
半
島
の
農
法
と
農
民
』（
未
來
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
高
橋
昇
著
、
新
納
豊
・
高
橋
甲
四
郎
編
『
朝
鮮
半
島
の
犂
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
河
田
宏
『
朝
鮮
全
土
を
歩
い
た
日
本
人
―
農
学
者
・
高
橋
昇
の
生
涯
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
林
采
成
『
飲
食
朝

鮮
―
帝
国
の
中
の
「
食
」
経
済
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）。
そ
の
ほ
か
に
『
旧
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
農
業
試
験
研
究
の
成
果
』（
農

林
統
計
協
会
、
一
九
七
六
年
）、『
한
국
농
업 

근
현
대
사 

제
６
권 

농
업
과
학
기
술 

발
달
사（
상
）（
韓
国
農
業
近
現
代
史
第
六
巻
　
農
業
科
学
技
術
発
達

史
（
上
））』（
韓
国
・
농
촌
진
흥
청
（
農
村
振
興
庁
）、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
７
）　
河
瀬
眞
琴
「
第
六
章
　
ア
ワ
」（
鵜
飼
保
雄
・
大
澤
良
編
著
『
品
種
改
良
の
世
界
史
・
作
物
編
』
悠
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
お
よ
び
井
上
直
人
・
倉
内

伸
幸
共
著
『
雑
穀
・
精
麦
入
門
』（
日
本
食
糧
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
〜
二
八
頁
。

（
８
）　
武
田
総
七
郎
は
、
四
条
オ
オ
ム
ギ
（
四
条
種
）
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。「
多
く
は
其
の
穂
が
圧
迫
せ
ら
れ
て
、
穂
軸
の
両
側
か

ら
互
生
す
る
と
こ
ろ
の
側
列
粒
が
、
互
ひ
に
相
重
な
り
て
一
列
を
な
し
、
総
粒
列
数
が
恰
も
四
個
で
あ
る
様
で
あ
る
様
な
外
観
を
呈
し
て
居
る
か
ら
、

之
れ
を
四
条
大
麦
と
名
付
け
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
」（
武
田
前
掲
『
実
験
麦
作
新
説
』
一
四
八
頁
）。

（
９
）　
佐
藤
和
弘
「
第
三
章
　
オ
オ
ム
ギ
」（
前
掲
『
品
種
改
良
の
世
界
史
・
作
物
編
』
）
お
よ
び
前
掲
『
雑
穀
・
精
麦
入
門
』
五
三
〜
五
六
頁
。

（
10
）　『
朝
鮮
に
於
け
る
食
用
田
作
物
』（
朝
鮮
総
督
府
農
林
局
、
一
九
三
六
年
）
一
八
〜
一
九
頁
。

（
11
）　『
朝
鮮
に
於
け
る
大
麦
栽
培
法
』（
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
、
一
九
三
五
年
）
一
頁
。

（
12
）　
前
掲
『
朝
鮮
に
於
け
る
食
用
田
作
物
』
四
頁
。

（
13
）　
平
安
北
道
庁
調
査
「
平
安
北
道
地
方
民
の
食
物
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
六
巻
七
号
、
一
九
一
一
年
七
月
）
二
六
〜
二
七
頁
。
な
お
、
資
料
全
体
か
ら
見
て
、

各
作
物
の
割
合
に
は
若
干
不
正
確
な
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　
菱
本
長
次
「
忠
州
農
民
の
食
料
に
関
す
る
調
査
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
七
巻
五
号
、
一
九
一
二
年
五
月
）
七
〜
八
頁
。

（
15
）　
朝
倉
敏
夫
は
、
韓
国
で
は
「
一
九
八
〇
年
代
以
前
は
米
の
自
給
が
で
き
ず
主
食
に
麦
や
そ
の
他
の
雑
穀
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
半

島
で
は
麦
飯
や
雑
穀
飯
の
文
化
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
粉
食
と
い
う
よ
り
は
、
麦
飯
、
粟
飯
、
稗
飯
の
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
粒
食
と
し
て
食
べ
ら
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れ
て
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
朝
倉
敏
夫
「
韓
国
の
粉
食
文
化
」
木
村
茂
光
編
『
雑
穀
Ⅱ
―
粉
食
文
化
論
の
可
能
性
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
16
）　『
韓
末
近
代
法
令
資
料
集
』
Ⅴ
（
大
韓
民
国
国
会
図
書
館
、
一
九
七
一
年
）
四
七
二
〜
四
七
三
頁
お
よ
び
『
勧
業
模
範
場
報
告
』
二
号
（
勧
業
模
範
場
、

一
九
〇
八
年
三
月
）
一
〜
三
頁
。

（
17
）　
町
田
咲
吉
「
韓
国
勧
業
模
範
場
」（
『
大
日
本
農
会
報
』
三
一
二
号
、
一
九
〇
七
年
六
月
）
二
一
頁
。

（
18
）　
同
右
、
二
一
〜
二
二
頁
。

（
19
）　
同
右
、
二
二
〜
二
三
頁
。

（
20
）　
同
右
、
二
三
頁
。

（
21
）　
文
定
昌
『
朝
鮮
農
村
団
体
史
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
二
年
）
一
〇
〜
一
七
頁
お
よ
び
『
朝
鮮
農
会
の
沿
革
と
事
業
』（
朝
鮮
農
会
、
一
九
三
五
年
）

一
〜
一
三
頁
。

（
22
）　「
第
一
回
総
会
記
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
総
会
号
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
二
〜
八
頁
。

（
23
）　
矢
木
久
太
郎
「
麦
酒
醸
造
用
大
麦
の
栽
培
に
就
て
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
総
会
号
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
一
七
〜
一
八
頁
。

（
24
）　
同
右
、
一
八
〜
一
九
頁
。

（
25
）　
同
右
、
二
〇
頁
。

（
26
）　「
公
爵
伊
藤
統
監
演
説
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
総
会
号
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
九
頁
。

（
27
）　「
韓
国
農
業
技
術
官
会
議
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
二
巻
一
二
号
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
）
三
六
頁
。

（
28
）　
同
右
、
三
七
頁
。

（
29
）　「
第
二
回
農
業
技
術
官
会
議
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
三
巻
一
二
号
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
四
〇
頁
。

（
30
）　
中
村
彦
「
韓
国
農
政
の
方
針
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
三
巻
一
二
号
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
一
頁
。

（
31
）　
同
右
、
一
〜
二
頁
。

（
32
）　
同
右
、
二
頁
。

（
33
）　
中
村
彦
「
韓
国
農
業
改
良
の
効
果
」（
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
四
巻
六
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
）
一
頁
。

（
34
）　
同
右
、
三
頁
。

（
35
）　『
大
正
元
年
十
二
月
　
道
農
業
技
術
官
会
議
要
録
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
二
年
）
五
〜
七
頁
。

（
36
）　「
農
業
奨
励
上
ノ
注
意
事
項
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
一
一
七
五
号
、
一
九
一
六
年
七
月
四
日
付
）。

（
37
）　
同
右
。

（
38
）　「
農
業
技
術
官
会
同
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
一
二
巻
一
号
、
一
九
一
七
年
一
月
）
一
一
七
頁
。
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(41)

植民地朝鮮の畑作改良政策

（
39
）　『
大
正
五
年
十
一
月
　
農
業
技
術
官
会
同
諮
問
事
項
答
申
書
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
六
年
）。

（
40
）　「
農
業
技
術
官
会
同
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
一
四
巻
一
号
、
一
九
一
九
年
一
月
）
八
五
頁
。

（
41
）　
小
早
川
九
郎
『
朝
鮮
農
業
発
達
史
　
政
策
篇
』（
朝
鮮
農
会
、
一
九
四
四
年
）
二
六
七
頁
。

（
42
）　『
大
正
四
年
十
一
月
　
農
業
技
術
官
会
同
諮
問
事
項
答
申
書
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
五
年
）
一
九
頁
。

（
43
）　
同
右
、
二
三
頁
。

（
44
）　
同
右
、
八
頁
。

（
45
）　
同
右
、
八
頁
。

（
46
）　
同
右
、
六
頁
。

（
47
）　
日
本
農
業
年
鑑
刊
行
会
編
『
年
表
農
業
百
年
』（
家
の
光
協
会
、
一
九
六
七
年
）
九
七
頁
。

（
48
）　〔
武
田
総
七
郎
〕「
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
麦
ノ
品
種
改
良
ニ
就
テ
」（
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
三
巻
二
号
、
一
九
一
三
年
二
月
）
七
頁
。

（
49
）　
同
右
、
一
二
頁
。

（
50
）　
同
右
、
一
二
〜
一
三
頁
。

（
51
）　
同
右
、
一
四
頁
。

（
52
）　
武
田
総
七
郎
「
麦
酒
麦
の
栽
培
に
就
て
（
上
）」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
八
巻
六
号
、
一
九
一
三
年
六
月
）
五
頁
。

（
53
）　
武
田
総
七
郎
「
麦
酒
麦
の
栽
培
に
就
て
（
下
）」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
八
巻
八
号
、
一
九
一
三
年
八
月
）
八
・
一
二
頁
。

（
54
）　
同
右
、
一
二
頁
。

（
55
）　『
朝
鮮
の
農
業
』
大
正
一
〇
年
版
（
朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
、
一
九
二
三
年
）
三
〇
頁
。

（
56
）　
武
田
前
掲
「
麦
酒
麦
の
栽
培
に
就
て
（
上
）
」
六
頁
。

（
57
）　
同
右
、
六
頁
。

（
58
）　
武
田
前
掲
「
麦
酒
麦
の
栽
培
に
就
て
（
下
）
」
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
59
）　
鏡
保
之
助
「
西
鮮
に
於
け
る
田
作
の
改
良
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
八
年
六
月
号
、
一
九
一
九
年
六
月
）
八
頁
。

（
60
）　「
朝
鮮
総
督
府
勧
業
模
範
場
事
務
分
掌
規
程
中
改
正
」「
朝
鮮
総
督
府
勧
業
模
範
場
支
場
及
出
張
所
増
置
」（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
二
二
八
六
号
、

一
九
二
〇
年
三
月
二
七
日
付
）
お
よ
び
小
早
川
前
掲
『
朝
鮮
農
業
発
達
史
　
政
策
篇
』
二
七
〇
頁
。
な
お
、
規
程
改
正
に
よ
っ
て
第
二
条
中
で
「
西
鮮

支
場
ニ
於
テ
ハ
田
ノ
作
物
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
」
と
定
め
ら
れ
た
。

（
61
）　『
大
正
九
年
五
月
　
農
業
技
術
官
会
同
ニ
於
ケ
ル
訓
示
指
示
及
演
述
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
〇
年
）
一
〜
二
頁
。

（
62
）　
同
右
、
五
頁
お
よ
び
「
農
業
技
術
官
会
同
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
一
五
巻
五
号
、
一
九
二
〇
年
五
月
）
二
五
頁
。
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(42)
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（
63
）　『
大
正
十
年
九
月
　
産
業
調
査
委
員
会
会
議
録
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
一
年
）
三
〇
〜
三
一
頁
お
よ
び
「
産
業
調
査
委
員
会
決
定
事
項
（
農
業
に

関
す
る
件
）」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
一
六
巻
一
〇
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
）
九
四
頁
。

（
64
）　
一
九
二
六
年
の
「
満
洲
、
支
那
」
か
ら
の
粟
の
輸
入
量
は
二
一
八
万
四
四
九
九
石
で
、
輸
移
入
量
全
体
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
達
し
て
い
る
（
前
掲
『
朝

鮮
に
於
け
る
食
用
田
作
物
』
一
二
九
頁
）。

（
65
）　
農
商
工
部
調
査
「
粟
に
関
す
る
調
査
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
八
巻
六
号
、
一
九
一
三
年
六
月
）
二
四
〜
二
五
頁
。

（
66
）　「
外
国
米
、
満
洲
粟
及
小
麦
粉
に
関
す
る
調
」（
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
四
巻
一
一
号
、
一
九
一
四
年
一
一
月
）
六
六
頁
。

（
67
）　
朝
鮮
産
米
を
売
り
粟
・
外
国
産
米
を
買
う
朝
鮮
人
の
行
動
に
つ
い
て
、
総
督
府
は
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。「
外
米
、
粟
等
の
輸
入
に
依
り

鮮
内
各
地
に
於
て
食
物
の
供
給
潤
沢
と
な
り
た
る
一
事
は
比
較
的
経
済
思
想
に
乏
し
き
鮮
人
の
脳
裡
に
も
朧
に
持
穀
を
売
り
尽
す
も
何
時
に
て
も
食
物

を
買
入
る
る
を
得
る
と
の
印
象
を
与
へ
又
朝
鮮
産
穀
物
と
外
米
及
粟
か
朝
鮮
市
場
に
現
は
る
る
に
至
り
た
る
結
果
従
来
朝
鮮
産
品
を
求
め
た
る
も
廉
価

な
る
外
米
又
は
粟
に
向
ふ
も
の
多
く
之
か
近
来
出
穀
か
増
加
の
一
因
と
な
り
た
る
は
疑
ふ
の
余
地
な
し
畢
竟
外
米
及
粟
等
の
廉
価
な
る
代
用
食
料
の
輸

入
に
因
り
高
価
な
る
鮮
米
の
輸
移
出
を
増
進
し
た
る
も
の
に
し
て
貿
易
上
好
結
果
を
得
た
る
も
の
と
認
め
ら
る
」（
前
掲
「
外
国
米
、
満
洲
粟
及
小
麦
粉

に
関
す
る
調
」
六
七
頁
）。

（
68
）　「
各
道
農
業
技
術
官
会
同
開
催
」（
『
朝
鮮
農
会
報
』
二
〇
巻
七
号
、
一
九
二
五
年
七
月
）
七
〇
頁
。

（
69
）　
同
右
、
七
一
〜
七
二
頁
。

（
70
）　
殖
産
局
農
務
課
「
食
糧
作
物
中
田
作
物
の
増
殖
改
良
年
次
奨
励
計
画
」（
『
朝
鮮
』
一
二
二
号
、
一
九
二
五
年
七
月
）
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
。

（
71
）　
同
右
、
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
。

（
72
）　
同
右
、
一
一
二
頁
。

（
73
）　
同
右
、
一
一
四
頁
。
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